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-巻頭言一

岩手大学留学生センターから国際交流センターへ

国際交流センター長　猪内正雄(理事･副学長)

岩手大学の国際化

岩手大学は｢教育｣､ ｢研究｣および｢社会貢献｣のおもな活動基盤を地域に置いてきま

したが､地域と世界の一体化が進むグローバ/レ化時代において､世界から地域を考えまた

地域から世界に発信する視点が不可欠になっています｡

一方､グローバル化時代におけるボーダレス化は､大学間の国際競争を激化させる結果

になり､ ｢教育の国際基準化｣､ ｢研究の国際レベル化｣および｢教育研究の国際貢献化｣を

迫ることになりますが､今後岩手大学としてはこの｢国際化｣を視野に入れて国際交流を

進めていくことが重要になると思います｡

センターの改組と本報告書のねらい

これまで岩手大学では､外国人留学生の受け入れと日本語教育を中心とする留学生の支

援業務は留学生センターにおいて､また海外の大学との共同研究や大学間の交流協定に関

する業務は研究協力課において行ってきました｡法人化を契機に､大学の教育研究支援施

設の機能化と効率化を一層推し進めるために従来施設の見直し再編を行いましたが､この

なかで国際交流活動に関する支援業務を一元化して｢国際交流センター｣を設置すること

にしました｡

｢留学生センター｣を｢国際交流センター｣ -と組織再編したこの機会に､創設から今

年3月までの3年間にわたる留学生センターの活動を記録としてまとめて､それらの結果

を新しいセンターに引き継いでいくために､本報告書を発行することにしました｡

留学生センターの経緯

留学生センターは平成13年4月に学内措置として設置され､設置当初は学部の兼務教官

によって運営されておりましたが､ 14年2月には2名の専任教官が配置されました｡平成

14年4月からは､学生部留学生課とともに正式に省令施設として発足し､同年6月にはさ

らに3名の専任教員が配置になり現在にいたっております｡

国際交流の現状と今後

現在岩手大学では､アジアを中心とする30国からの約200名の留学生を受け入れ､また

海外の大学-長期･短期併せて約50名の留学生を送り出しています｡また､学術･教育交

-1-



流を目的として10国34大学との大学間あるいは学部間協定を締結しています｡

今後は全世界の国々との教育研究交流を行うことを積極的に進めていくことにしており

ますが､なかでもこれまでの実績がありしかも地理的･気候的にも近い東アジアの国々に

っいては､これまでと同様に交流を深めたいと考えております｡

おわりに

本報告書を纏めるにあたり､前センター長の岡田仁教授には､設置当時の経緯からセン

ターを改組するまでの3年間にわたる活動状況の執筆をお願いしたほか､本報告書作成に

っいて全般的な指導を頂きました｡記して､感謝申し上げます｡
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岩手大学留学生センターの3年間を振り返って

前留学生センター長　岡田　仁(岩手大学人文社会科学部)

1　はじめに

岩手大学留学生センターは平成1 3年4月に学内措置による施設として誕生し､翌年

の平成1 4年に省令施設となり､平成1 6年には全学施設の組織改革の一環として国際

交流センター-と発展的に解消した｡岩手大学留学生センターという看板があがってい

たのは3年間であった｡この間センター長を勤めさせていただいたが､実は留学生セン

ターはもちろん国際交流について不案内の点が多く､学内措置時代の協力教員をはじめ､

専任教員や留学生課の職員にはずいぶん迷惑をかけたことと思う｡ (本人が｢なぜ俺が

留学生センター長なんだ｣と自問したくらいだから､他の人は｢なぜあいつが｣といぶ

かったことと思う｡)しかし､ 3年間この仕事をしてきた者として多少の感慨もあるの

でそれを述べさせていただくが､正確な記録や活動報告は他に譲り､ここに記すのは私

の印象と主観に基づいた留学生センターの3年間である｡

2　留学生センター設置以前の留学生教育

これは以前留学生センターのホームページに書いたことであるが､新米の留学生セン

ター長にとって印象深い出来事だったので､ここでもう一度述べさせていただく｡それ

は岩手大学が初めて参加した留学フェアのクアラルンプール会場でのことであるが､岩

手大学のブースに年輩のマレーシア人男性が訪れ､ 3 0年も前に岩手大学に留学してい

たが､在学中とてもお世話になったと言って､ある事務官の名前を挙げられた｡当時岩

手大学の留学生は恐らく数名で､留学生担当の専任教員もいなかったはずだが､南の国

から寒い岩手に来て勉強している留学生を心から温かく支援した人々がいたことが分

かり､留学生教育の組織を整備するに当たっても､肝心なのは一人一人の努力であるこ

とを痛感した｡

留学生数の増加により平成3年には専任の日本語担当教員が1名配置され､その後工

学部に留学生担当教員が1名配置されるなど本学における留学生教育も次第に整備さ

れていったが､体制として未だ不十分であることは否めず､日本語教育と修学指導や生

活支援は､専門教育の指導教官はもちろん､非常勤講師､事務職員､地域のボランティ

アなどに多くを負っていた｡例えば留学生相談については､ 1 0年間にわたって担当し

ていただいた小野寺和子先生が詳細な報告書を作成して下さるなど､大学の組織を遥か

に超えて､文字通り手作りの支援があったことを銘記しておきたい0
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3　学内措置として誕生した留学生センター

3.1設置の準備

関係者の地道な努力により､本学が受け入れる外国人留学生の数は年々増加し､受け

入れ組織を整備する必要性が次第に認識されるようになった｡平成1 1年には国際交流

委員会学生交流専門委員会に｢留学生施策懇談会｣が設けられ､留学生センター設置を

目指して具体的な検討に入った｡

平成1 2年には24ヶ国から188名の留学生を迎えるまでになり､留学生センター

構想が現実味を増してきたが､省令施設としての速やかな設置が困難であったため､平

成1 3年にまず学内施設として発足することとなった｡省令施設でないため定員がつか

ず､併任による｢協力教員｣によってセンターは運営されることとなり､各学部から参

加した2 0名の｢留学生センター協力教員｣には､本来の教育･研究､公務で多忙の中､

日本語教育部門､留学生相談部門､国際･地域交流部門の3部門でセンターの運営と留

学生教育･支援に大きな役割を果たしていただいた｡特にその中心を担ってきた先生方

の献身的な努力はこの種の全学的組織の設置と運営について多くの示唆を与えてくれ

た｡ここにあらためて感謝申し上げたい｡

3.2　活動の開始

こうして､岩手大学留学生センターは学内施設として発足したのだが､定員ゼロとは

いえ､看板を掲げたからには学生や外部の人から見れば正式なセンターに違いなく､私

たち関係者もそのつもりであった｡したがって､標準的な留学生センターの業務を果た

すことを目指して､他大学の留学生センターを訪問して教えを受けるなど手探りで業務

を進めていった｡その際､長年にわたって外国人留学生の指導教官を務めてこられた先

生方や国際交流活動に積極的に携わってきた先生方が協力教員となっていたことは生

まれたばかりのセンターにとって幸運であった｡

3.3　英語による授業科目開設の準備

留学生センター設置を契機に新たに取り組んだプロジェクトがいくつかある.その-

っに｢英語による授業を中心とした短期留学特別プログラム｣の検討がある｡その主な

目的は英語圏-の本学学生の短期留学を促進することにあった｡本学が受け入れる外国

人留学生の数は着実に増加していたが､派遣については十分とは言い難い状況であった｡

留学希望者の多くを占める英語圏-の短期留学を可能にするためには､交換留学を目的

とする学生交流協定を充実する必要がある｡そして､英語圏から交換学生を受け入れる

ためには英語による授業科目の開設が不可欠である｡こうした認識の下に､留学生セン

ター運営委員会に｢短期留学促進のための英語による授業実施検討ワーキンググルー

プ｣ (委員長三浦勲夫･人文社会科学部教授)が置かれ､カリキュラム､授業担当者､

広報等の具体的検討に入った｡足かけ2年の検討を経て､平成1 4年度末には学則の整

備と具体的プログラムの発表にまでこぎ着けた｡
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3.4　省令化へ

しかし､ ｢学内措置｣の留学生センターにとってどうしても避けられない大目標は｢省

令化｣であった｡そのためには目に見える活動実績を上げることと外国人留学生数を2

0 0名まで引き上げることが当面の課題であり､日本語教育などの留学生支援プログラ

ムの充実や留学フェア-の参加などに積極的に取り組んだ｡また､概算要求に当たって

は文科省の理解を得られるよう､当時の経理部長(吉岡武晴氏)の助言により､寒冷地

大学との交流を計画するなど本学の特色を打ち出す工夫も行った｡

こうした努力と文部行政の歯車がかみ合ったのであろう､予想より早く､平成1 4年

度に省令化が実現することとなったQ　ここに至るまでには､学生部長時代に留学生セン

ターの企画を立て､副学長としてバックアップの責任を果たしてこられた中嶋芳也副学

長のご尽力が大きかったことをあらためて記しておきたい｡こうして関係者一同は留学

生センター省令化の内示を大いに喜んだのであるが､この内示は難問も含んでいた｡つ

まり､定員問題である｡センターの教官定員は文科省がセンターに付けた､いわゆる純

増分の定員では足りなかったのである｡このため各学部から定員を供出していただくと

いう非常に困難な事態が生じたのだが､海妻矩彦学長のリーダーシップと各学部のご理

解により､無事に5名の定員を確保することが出来た｡このように各学部が留学生セン

ターのために自分たちの定員を割愛したという意識は､時には留学生センターに対する

厳しい見方に向かうこともあったが､同時に､各学部の構成員に｢自分たちが協力して

作ったセンターなのだ｣という､全学施設に対する連帯意識を生む契機にもなったので

はないかと思う｡少なくても私はそのように理解している｡

4　留学生センターの2年間

4.1留学生センターの誕生

平成1 4年4月の正式発足に向けて取り組むべき最大の課題は人事であった｡留学生

センター運営委員会が教員選考委員会を構成し､学長を委員長とする留学生センター管

理委員会にセンター長候補者と専任教員候補者を推薦することとなり､センター長につ

いては学内措置時のセンター長が､また､専任教員については学内移動の2名が決定し､

残り3名の専任教員については公募することとなった｡公募のための選考要件の検討を

経て､公募文書を関係機関に送付したほか､インターネットによる公開も行った｡幸い

5 0名を超える多数の応募者があり､優秀な方が非常に多く､日本語教育や国際教育交

流の分野の活況が感じられたが､それだけに選考には大変苦労した｡選考委員の間で忌

怪のない意見の交換があったが､岩手大学の留学生センターにとって最善の人選をしよ

うということでは意見が一致しており､建設的に議論が進められた結果､全員一致で3

名の最終候補者を決定することができた｡管理委員会の了承もすぐに得られたので､こ

の新しい戦力にはすぐにでも仕事に取りかかって欲しかったのだが､諸手続の関係で6

月1日付けの着任となった｡ 5月末には､留学生センターに深く関わってこられた海妻
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学長と中嶋副学長の任期中に設置式典･祝賀会を催すことができたoそして6月からは

専任教員5名と留学生課の新体制で本格的活動が始動した｡

4.2　日本語カリヰユラムの充実

日本語教育､留学生指導､国際交流など各分野でセンターが担うべき課題が山積して

いた｡日本語教育については､主として大学院入学前予備教育の｢日本語研修コース｣

の新設と在籍留学生のための｢日本語補講｣の充実が重要課題であった｡約6 00時間

の集中授業で構成される｢日本語研修コース｣は本学では初めてであり､コースの担当

者には他大学での経験を生かしてカリキュラム編成と授業方法を決定していただいた

が､当初は周囲の｢無理解｣でご苦労をおかけしたことと思う｡しかし､無事に1期生

を出し､その後も十分な教育成果を挙げていることは衆目の一致するところだと思う｡

日本語補講については､従来は文字通り｢補講｣でしかなかったが､センター設置を

機会に､本学在籍外国人留学生の日本語能力アップの中心的授業として位置づけ､その

充実を図ることにした｡つまり､本学に在籍して日本語教育を必要とする外国人は院生､

学部生､交換学生､科目等履修生､研究生､研究者等様々であり､また､その日本語レ

ベルと目指す達成目標も様々である｡そのすべての要望に応えることは不可能だが､留

学生センターの主要任務である日本語教育機関としてもっとやるべきことがあるはず

だという認識の下に､ ｢補講｣を｢日本語特別コース｣ -と名称をあらため､授業数の

増加とともに体系的なカリキュラムの改善を図った｡この｢日本語特別コース｣の設置

はその後研修コースの複数レベル開講-の対応や国際交流科目の開設の際にも大変有

効であった｡

4.3　全学の理解と協力

しかし､このような日本語教育の充実には大きな問題もあった｡それは担当教員の負

担増である｡ 5名の専任教員配置は一般的には本学の留学生教育に十分であると考えら

れていたが､実際には｢研修コース｣一つとっても､専任教員だけでは十分な体制が組

めないことは他大学のセンターを見ても明らかであった｡さらに､ ｢研修コース｣は当

初予定していた後期のみの開設ではなく前･後期開設する必要が生じ､大幅な開講数の

増加が避けられなくなった｡その他にも全学共通科目としての｢日本語｣及び｢日本事

情｣､それに｢日本語特別コース｣がある｡したがって､非常勤講師の採用が必須であ

った｡しかし､本学の日本語教育ではそれまで非常勤講師採用の実績がなく､その上､

むしろ全学的には非常勤講師削減の方針が明らかになりつつある中で､センターの専任

教員が配置されたとたんに非常勤講師の要求を行うことはなかなか理解が得にくかっ

た｡しかし､他大学の例を見るまでもなく､正規の留学生センターに課せられている役

割は重く､その責務を果たすためにはどうしても専任教員だけで授業をまかなうことは

困難であった｡幸いなことに最終的には学務担当の進藤浩一副学長の理解を得ることが
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でき､平成1 5年度以後のカリキュラム編成とその実施が可能になった｡このこと一つ

を取っても､長い実績を有する学部と違って､歴史の浅い全学施設がその役割を十全に

果たすためには､積極的なアピールと全学的な理解を得る努力が必要なことは明らかで

ある｡これは､ある意味では､時代の要請でもあるだろう｡

4.4　国際交流事業

留学生センターの設置は日本語教育､各種行事､支援活動などの充実を可能にし､外

国人留学生の期待に応えようとする所期の目的を達成しつつあると言える｡しかし､留

学生センターにはもう一つ大きな目的がある｡それは本学在籍学生の海外留学を促進す

ることである｡既に述べたように､学内措置時代に､英語圏の大学との交換留学を可能

にする受け入れ準備として､英語による授業の実施について検討を始めていたが､セン

ター教員に国際教育交流の経験者を迎えたことにより､学生交流を視野に入れた海外大

学との交流に本格的に取り組むことになった｡平成1 4年度にはアメリカとカナダの4

大学を訪問して交流協定締結のための予備交渉を行い､その後､ 2大学とは大学間協定

を締結した｡これにより､米国ア-ラム大学とは本学のキャンパスでの学生交流や交換

授業､職員の派遣などを行い､カナダのセント･メアリーズ大学からは国際交流専門家

を招碑するなど多彩な国際交流事業が可能になった｡また､学部教員と連携して､アメ

リカ及び韓国の大学との学生交流協定締結にも携わってきた｡これらの交流を通じて海

外の大学人との人脈が築かれつつあり､教育交流だけでなく大学のマネージメントなど

多岐にわたる分野で交流が始まっている｡あらゆる分野で国際化が進行している現在､

教職員の研修はもちろん､学生に海外留学の機会を提供することは高等教育機関の当然

のサービスとして今後ますます要望が高まると思われる｡岩手大学の現状はまだ満足で

きるものではないが､留学生センターの設置はその改善に向かう大きな契機になったと

確信している｡

5　国際交流センター-

5. 1法人岩手大学制度設計等検討委員会案-の対応

平成1 5年度の早い時期に､法人化の準備として学内施設の大幅な改革が提示された｡

図書館､総合情報処理センター､地域共同研究センター､生涯学習教育研究センターな

どの省令施設すべてを巻き込む改革案であった｡初めて｢国際貢献推進センター｣構想

が提示されとき､私自身は唐突の感が否めなかった｡しかし､重要な改革を含んでいる

建設的な提案だったので､留学生センター運営委員会と教官会議で議論を重ね､ ｢国際

交流センター｣案を提案し､全学組織改編の成案に生かしていただくことが出来た｡

留学生センターと国際交流センターのもっとも大きな違いは､新センターが扱うべき

国際交流活動の対象が増えたことである｡留学生センターは文字通り外国人留学生のサ
ービス機関である｡この活動は今でも最重要項目であるが､今後の岩手大学の発展を視
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野に入れると､日本人学生-のサービスと教職員-のサービスを含めて､岩手大学の国

際交流活動を一元的に企画･調整できる機関の必要性は明らかである｡

5.2　大学評価･学位授与機構による評価

上記の国際交流センター-の改編を推し進める原動力になったのは､平成1 5年7月

に大学評価･学位授与機構に提出することになった｢国際連携活動｣についての自己評

価書である｡評価の対象となった活動は｢教職員の受入れ･派遣｣ ｢教育･学生交流｣ ｢国

際会議等の開催･参加｣ ｢国際共同研究の実施･参画｣ ｢発展途上国等-の国際協力｣な

ど多岐にわたっていた｡私を含め5名の委員が平成1 4年の秋から各部局の協力を仰い

で岩手大学の過去5年間の国際活動を拾い上げていった｡委員会の方針としては良い評

価をねらうのではなくて､現実をできるだけ客観的に確認しようとするものであった｡

この作業で最初に判明したことは､活動の根拠を示す資料を大学として把握していな

いことであった｡個々の教員の努力は立派でも､大学の業績として社会に示す根拠が薄

弱なため客観的な評価に堪えないおそれがあった｡また､活動内容についても､留学生

係や研究協力課が関わった活動は大学として活動実績を明確に示せたが､研究者の受入

れ､国際集会､共同研究などについては､個人や講座の活動にとどまることが多く､大

学としてバックアップ体制がとられていなかったため､活動の実態はあっても客観的な

根拠の提示が困難であった｡

このような反省があって､ ｢大学として｣国際交流活動を把握し必要な支援体制を取る

ことの重要性が認識された｡したがって､留学生センターから国際交流センター-の発

展はいわば必然であると言えるだろう｡

6　おわりに

この原稿で｢国際｣という言葉を多用したが､ワープロのキーの打ち間違えで｢酷使｣

となってしまうことがしばしばあり苦笑させられた｡留学生教育や国際交流活動の仕事

は際限がない｡やらなければならない仕事はいつでも飛び込んでくるし､スッキリと終

わる仕事は少ない｡私自身は留学生センターの段階で音を上げてしまったが､国際交流

センター関係教職員はいかに多忙でも｢酷使｣などという受け身の被害者意識とは無縁

のようにみえる｡他の仕事では絶対得られない貴重な体験に満ちているのもこの分野で

ある｡国際交流センターが国際交流活動の全てを網羅することは不可能だし､またその

必要もないが､日常の教育活動の他に､戦略的に重点的支援を行う企画力と実行力が求

められることになるだろう｡さいわい､センター長に猪内正雄副学長が就任したことに

より､大学全体の国際化と直結する形でセンターの仕事が活かされていくことと思う｡

あとは大学構成員が国際交流センターを自分たちの機関として利用し､また､喜んで支

援する協力関係が醸成されるのを待つばかりである｡
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岩手大学留学生センター年表

平成1 2年度

7月　･国際交流委員会学生交流専門委員会の下に設置された｢留学生施策懇談会｣

が｢留学生センター設置構想について｣を発表｡

1 3年2月　･国際交流委員会ワーキンググループが｢岩手大学における国際舞台で活躍

できる能力の育成等について｣を学長に答申｡これらに基づき学内措置と

して留学生センターの設置準備を始める｡

3月　･他大学留学生センター視察(群馬大､信州大､富山大､金沢大)

平成13年度

4月　･学内措置として岩手大学留学生センター発足

･第1回留学生センター運営委員会で平成1 3年度の主な検討事項を決定:

①省令化施設概算要求の準備(｢留学生センター設置計画書｣)､ ②日本留

学フェア参加､ ③日本語教育改善､ ④各種プログラムの開発､ ⑤広報の強

化､ ⑥各部門の任務

･留学生センター看板上掲式

･留学生センター設置祝賀会

5月　･外国人留学生オリエンテーション及び交歓会

6月　･日本留学フェア参加(インドネシア及びマレーシア)

8月　･第4回留学生センター運営委員会で｢短期留学推進のための英語による授

業実施検討ワーキンググループ｣を設置

･留学生実地見学旅行(筑波研究学園都市と日光方面)

9月　･外国人学生のための進学説明会参加(東京)

1 0月･平成1 4年度に留学生センターの省令化が実現することとなり準備に入る｡

1 2月　･第7回運営委員会で留学生センター設置のための関連諸規則の整備の検討

専任教員選考方針について検討

1 4年1月　･第1回留学生センター管理委員会｡次の事項を運営委員会の審議に付託:

①センター長候補者の推薦､ ②専任教員の選考方法､ ③専任教員候補者の

推薦､ ④センター関連学内規則案の作成

･広島大学留学生センター長(二宮暗氏)講演会

･第2回留学生センター管理委員会で留学生センター長の選考及びセンター

専任教員として学内教員2名の選考を運営委員会に付託

2月　･第3回留学生センター管理委員会で､ ①留学生センター運営委員会から留

学生センター長として推薦された現センター長を了承0 ②留学生センター
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運営委員会で選考した2名の候補者を留学生センター教授､助教授として

了承｡ ③3名の専任教員について公募することとし､その要件等を明記し

た公募要項を了承

3月　･ブダペスト工業経済大学(BUTE)訪問

平成1 4年度

4月　･省令施設として留学生センター及び留学生課が正式に発足

･第4回留学生センター管理委員会で留学生センター教員選考委員会から推

薦された3名の専任教員最終候補者を了承

5月　･留学生センター設置記念式典､祝賀会

6月　･留学生センター新任教員3名が着任

･外国人留学生オリエンテーション及び交流会

8月　･岩手県留学生交流推進協議会留学生交流会(岩手山青年の家)

･外国人留学生見学旅行(北海道､小樽商科大学)

9月　･外国人学生のための進学説明会参加(東京)

･日本留学フェア参加(韓国)

10月　･日本語研修コース開始

･日本留学フェア参加(タイ･ベトナム)

1 2月　･岩手大学外国人留学生後援会規約改正

15年1月　･JAFSA理事(服部誠氏)講演会

･留学生スキー研修旅行(安比高原)

･運営委員会で① ｢岩手大学留学生センター非常勤講師任用に関する申し合

わせ｣了承｡ ② ｢岩手大学国際交流科目に関する申し合わせ｣ (莱)及び

③ ｢岩手大学短期留学特別プログラム｣ (莱)を岩手大学教育協議会に提

案することを了承｡ ④15年度開講予定国際交流科目一覧了承

2月　･北米4大学(ニューヨーク州立大学バッファロー校､カナダ･セント･メ

アリーズ大学､セントラル･ミシガン大学､ア-ラム大学)訪問

3月　･日本語研修コース修了式

･外国人留学生卒業･修了生送別会

平成1 5年度

4月　･短期留学特別プログラム実施委員会発足｡ワーキンググループとして短期

留学特別プログラム実施専門委員会設置

･重症急性呼吸器症候群(SARS)の対応策について全学的な取り組みを

行う｡

-10-



･日本語研修コース開講式

･外国人留学生オリエンテーション･交歓会

･ア-ラム大学及びセント･メアリーズ大学との大学間交流協定(学術)を

人文社会科学部とともに提案

･海外研修･留学オリエンテーション

5月　･NAFSA参加

6月　･US ･UMAPとのコンソーシアムに参加申請(国際交流委員会了承)

･岩手県留学生交流推進協議会

7月　･学内各センターの再編成について検討が始まり､留学生センター関連では

｢国際貢献推進センター｣案を検討､ ｢国際交流センター｣案を採用｡

8月　･岩手県留学生交流推進協議会県内留学生合宿研修会(岩手山青年の家)

9月　･国際交流センター構想について検討を始める｡

･外国人学生のための進学説明会

･外国人留学生見学旅行(松島､会津､福島大学)

･日本語研修コース及び日本語･日本文化研修コース修了式

10月　･日本語研修コース(日韓共同理工系プログラムを含む)及び日本語･日本

文化研修コース開講式

･外国人留学生後期オリエンテーション

･学生団体(学生委員会､留学生委員会､サークルU)主催による留学生歓

迎会

･日本留学フェア参加(タイ)

16年1月　･留学生スキー研修旅行(安比高原)

･危機管理セミナー実施(講師: JAFSA理事服部誠氏､日本アイラック

社長国原秀則氏)

2月　･韓国･明知大学との大学間交流協定及び学生交流に関する覚書を人文社会

科学部とともに提案

3月　･セント･メアリーズ大学国際事業部長デニス･レクレア氏招碑

･北東北3国立大学留学生教育に関する協議会(弘前大学)

･日本語研修コース修了式

･外国人留学生送別会

･留学生センターは平成1 6年度発足の国際交流センター-と発展的解消

-ll-



岩手大学における留学生受け入れ状況

女別留学生数(各年5月1日現在) 

年度 兌ﾙ�ﾃ�)D��平成13年 兌ﾙ�ﾃ�ID��平成15年 兌ﾙ�ﾃ�iD��

早 女 ��#b�117 ���2�126 ����B�

55 ��55 �63 鉄��63 

計 �����172 ��sb�184 ��sr�

2.外国人留学生の推移

200≡-

180｢

160:-

140

120｣
1

100

80 --

60

40｢

20

0--

(各年5月1日現在)

平成12年　平成13年　平成14年　平成15年　平成16年

3.経費別常学生数
I(各年5月1日現在) 

年度 俛�N��私費 政府派遣i県費その他 劍ﾇb�

平成12年 鉄舒ﾃ�"��������陬����

平成13年 田��l ll ����������s"�

平成14年 鉄"�15 ���109 ��sb�

平成15年 鉄��21 ����Cｳ�ィ�

平成16年 鼎2�18 ���116 ��sr�
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4.外国人留学生学生種別の推移(部局別)

(各年5月1日現石 

年度 種別 劔[ﾙ�ﾃ�)D��平成13年平成14年表平成15年 劔[ﾙ�ﾃ�iD��

正 規 坐 乂r�YB�ｧr�人文社会科学部 �����羊4 ��"�7_ ����

_教___茸_______学___都 冉���_2 �"�3 �2�

工__早_______部 �#2�24 鳴�ﾃ#b�34 �3r�

坐 僞�yYB�3 �2�4 釘�5 

小計 �3��43 鼎B�48 鉄R�

修博 士士 課前 ��ﾉ[h��檍怦ｧxﾊHｸh怩�10 ��"�ll ll ����9 教育学研究科 �3ｳ���7 湯�

__壬学理窄札 ��"s�B���R�1蔓__ ��2�

程期 僞�xﾊHｸh怩�10 澱�3 迭�10 

小計 �3R�41 鼎�陬3CC��

悼 士 後 期 儘�ｧu�ﾖHﾚE��襄��������ﾘyE�xﾊHｸh怩�1517 �181820 

52 鉄偵c"�鉄r�42 

小計 田r�7680 �75 田"�

別科 僞�i¥ｨ怩�1 �"�� 

正規生合計 �141 ��c#�cC�Sr��158 

非 正 規 坐 乂r�YB�ﾊB�ｸb�ﾛ��人文社会科学部 �2�1 �4 釘�

教育学部 釘�4 ���3 ���

工学部 �2�2 ���2 ���

農学部 �"�1 �1 ���

小計 ��"�7 �2�10 途�

大 学 院 研 究 坐 峯��ﾉ[h��檍怦ｧxﾊHｸh怩� �� �� 
教育学研究科 �� ���3 �"�

工学研究科 �"�"�1: �1 ��

___農学研究科 � ��3 ���

連合農学研究科 �"� �"����

小計 澱�1 �2�7 釘�

料 目 等 履 修 坐 峰�ﾇ8��檍怦ｧyYE��13 ���3 ���2 

教育学部 �� ��1 

__妄_____旦_部 澱�｣ー �� ��

農学部 �� � ��

小計 ����13 �2 �"�

特 別 聴 請 学 坐 ��ﾉ[h��檍怦ｧyYB�1 免ﾂ��1 ___艶___…育__草部 �"�1 �1 ��

工学部 �� � ��

_暴_学部 �� � 辻�

教育学研究科 ��- � ���

農学研究科 ��1 � 辻�

小計 �2�1;2 �2喜 �"�

日本語研修コース生(留学生センター)※ � ��迭�1 

日本語.日本文化研修留学生(留学生センター)※ � ��1 ���3 

非正規生合計 �40 ����12 �#r�19 

総計 剴����172 ��sb�184 ��sr�

岐阜大学連合獣医学研究科 剴B�4 釘�3 �"�

※ (留学生センター･ 2004年4月より国際交流センター)
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留学生センター教職員一覧

1.平成13年度

留学生センター(学内施設)

センター長　　　人文社会科学部　教授

学生部長

日本語教育部門

併任教員 人文社会科学部　教授

人文社会科学部　助教授

教育学部　　　　教授

教育学部　　　　助教授

教育学部　　　　助教授

教育学部　　　　講師

協力者(学外)　日本語補講講師

日本語補講講師

留学生相談部門

併任教員　　　　人文社会科学部　教授

工学部　　　　　講師

菊田

岡崎

大野

菊地

木村

山崎

堤　千乃

中村　ちどり

三浦　勲夫

小笠原　洋光

保健管理センター助教授　　　　　早坂　浩志

連合農学研究科　教授

人文社会科学部　教授

教育学部　　　　教授

工学部　　　　　助教授

農学部　　　　　教授

協力者(学外)　留学生カウンセラー

国際･地域交流部門

併任教員　　　　教育学部

連合農学研究科

人文社会科学部

教育学部

工学部

農学部

玉　真之介

菊地　良夫

今関　由紀子

藤田　尚毅

上村　松生

小野寺　和子

福井　正明

玉　真之介

秋田　淳子

薮　敏裕

熊谷　直昭

平　秀晴

祐

仁

　

洋

田

　

玉

岡

　

児

郎

　

道

　

男

　

　

弘

　

子

紀

　

正

　

真

　

悟

　

直

　

友

授

授

　

授

　

師

　

教

　

授

　

授

教

　

教

　

講

　

助

　

教

　

教



農学部　　　　　助教授

協力者(学外)　国際交流アソシエート

学生部教務課留学生係

係長

事務官

事務補佐員(国際交流会館担当)

2.平成14年度

留学生センター(省令施設)

センター長　　　人文社会科学部　教授

専任教員　　　　教授

助教授

助教授

助教授

助教授

全学共通教育科目｢日本語｣講師

教育学部　教授

教育学部　助教授

日本語補講講師(学外)

学生部留学生課

留学生課　　　　　課長

専門職員(留学生担当)

留学生係　　　　　係長

事務官(兼務)

事務補佐員(国際交流会館担当)

留学生センター係　係長(兼務)

総務主任

-16-

原　道宏

尾中　夏美

村上　柴子

中山　弘光

佐藤　由紀

岡田　仁

岡崎　正道

小笠原　洋光

尾中　夏美

松岡　洋子

中村　ちどり

大野　異男

菊地　悟

常州

中山

子

枝

　

美

　

代

　

子

久

　

和

　

佳

　

頼

高

　

林

　

畑

　

屋

大

　

松

　

大

　

山

藤

　

橋

　

上

佐

　

高

　

村

藤

　

橋
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高

正

　

雄

　

子
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雄
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洋

　

幸

　

条

　

里
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留学生センター運営委員会運営委員

人文社会科学部　教授

教育学部　　　　教授

工学部　　　　　助教授

農学部　　　　　教授

連合農学研究科　教授

3.平成15年度

留学生センター(省令施設)

センター長　　　人文社会科学部　教授

専任教員　　　　教授

助教授

助教授

助教授

助教授

学内非常勤講師(特別コース担当)

人文社会科学部　教授

人文社会科学部　助教授

全学共通教育科目｢日本語｣担当講師

教育学部　　　　教授

教育学部　　　　助教授

学外非常勤講師

特別コース講師(学外)

学生部留学生課

留学生課　　　　課長

専門職員
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岡田　仁

岡崎　正道

小笠原　洋光

尾中　夏美

松岡　洋子

中村　ちどり

菊田　紀郎

橋本　学

大野　最男

菊地　悟

大高　久枝

坂本　淳子

松林　和美

大畑　佳代子

山屋　頼子

小野寺　淑

佐藤　洋正

吉田　京

夫

　

男

　

毅

　

　

介

勲

　

量

　

尚

　

晴

　

之

秀

　

真

浦

　

野

　

田

三

　

大

　

藤

　

平

　

玉



留学生係　　　　係長

事務補佐員(国際交流会館担当)

留学生センター係　係長(兼務)

事務官

留学生センター運営委員会運営委員

人文社会科学部

人文社会科学部

教育学部

工学部

農学部

連合農学研究科
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橋本　美佐子

田名部　洋子

吉田　京

太田　剛

蛋

授

　

授

授

　

教

　

教

　

授

　

授

教

　

助

　

助

　

教

　

教

夫

　

子

　

　

毅

　

　

介

勲

　

道

　

悟

　

尚

　

晴

　

之

秀

　

真

浦

　

尾

　

地

　

田

三

　

笹

　

菊

　

藤

　

平

　

玉





日本語特別コースと留学生教育

松岡洋子(岩手大学国際交流センター)

1.岩手大学日本語特別コ-ス設置の経緯

岩手大学では､留学生センター設置以前から､学部学生対象の全学共通教育科目､人文

社会科学部専門科目および補講として､外国人留学生のための日本語教育が実施されてき

たが､時間数､レベル､技能など､多様な留学生のニーズに応えることは困難であった｡そ

こで､ 2002年度の留学生センター設置に伴い､留学生に対する日本語教育をさらに充実さ

せるため､ 2002年度後期に日本語特別コースが開設された｡このコースは､全学の留学生

とその家族および外国人研究員､教員など､岩手大学に在籍､関係する全ての外国人を対

象としている｡

図1　所属身分別留学生分布(2003年10月時点)

岩手大学の外国人留学生の過半数(平成15年10月現在では)は理系大学院に在籍して

いる(図1参照)｡学部の正規留学生の場合､入学選抜時に日本語能力が問われる1が､理

系大学院では日常会話程度の日本語力で十分とする研究科が大半である｡そのため､日本

語能力がほとんどない状態で研究生として入学し､半年ないし1年後に大学院に進学する

留学生が多いのが実状である｡すなわち､日本語能力が低い留学生が多数存在するという

ことである｡理系大学院では研究は英語で進めることが可能なことが多いが､実際に学生

生活を送る上で基礎的な日本語力が必要となる｡たとえば､指導教官や研究室の学生との

日常のコミュニケーションは日本語ができない場合､非常に困難をきたす｡さらに､研究

生活上､専門的な日本語能力が要求されるケースもある｡従前､大学院レベルの留学生は

市中のボランティアによる日本語学習支援を受けたり､数少ない学内の補講を受講したり
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して､日本語能力の習得に努めてきたが､多忙な研究生活の合間にわずかな機会を活用し

日本語学習を継続するのは困難である｡

近年､留学生数の増加とともに日本語教育に対する留学生の要望も高まり､日本語初学

者向けから上級レベルまで幅広いレベルの学習機会を提供するために､2002年度の留学生

センター設置と同時に留学生センター日本語特別コースが開設された｡本コースの設置に

より､留学生､研究員とその家族は､レベルに応じ､ある程度まとまった日本語学習機会

を得られるようになった｡

2.コースの概要

2.1　開講クラス

本コースは､毎学期全レベルの授業が提供され､多様な学生に対応している｡クラスは

初学者対象の｢初級I｣､初級前半終了者対象の｢初級Ⅱ｣､初級終了者対象の｢中級I｣､

中級前半終了者対象の｢中級Ⅱ｣､そして｢上級｣の5つのレベルがあり､受講者はプレー

スメントテストの結果によって各自の能力やニーズに応じたレベルの授業を受講する｡

授業は1学期15週間実施される｡演習形式の授業が中心となるため､各授業の定員は

初級10名､中級以上は15名としている｡初級クラスは2コマ1回の授業を週2-3回受

講し､総合的な日本語能力を効率的に高めていく｡初級Ⅰレベルでは､そのときの受講者

の日本語ニーズにより､文字の習得を求めずに日常生活のコミュニケーション能力獲得の

ためのサバイバルジャパニーズを中心としたカリキュラムを組む場合と､将来の段階的な

日本語学習のために､言語構造､表記についてある程度の知識､技能習得を求めるカリキ

ュラムで対応する場合がある｡初級Ⅱは､基本的には言語構造を基軸としたカリキュラム

で対応し､初級Ⅰと同様､ 2コマ1回の授業を週2-3回実施する｡中級は言語機能､文

法､会話･聴解技能などを総合的に学習するクラスのほかに技能別クラスが実施されてい

る｡同じく上級は技能別クラスで､大学の通常授業に参加するため､あるいは研究を行う

ために必要な実用的な技能を学ぶ｡なお､上級に限り､全学共通教育外国語科目としての

上級日本語との並行開講であるため､通年受講で終了するようにカリキュラムが構成され

ているが､前期､後期いずれから受講を始めても問題がないように配慮している｡

開講当初は科目数が少なく､各レベルの内容が不足していたが､ 2003年度以降は各レベ

ル1学期約150時間の学習時間を確保するよう再構成した｡日本語特別コースは受講者が

希望に応じて1学期ごとに日本語のスキルアップが図れるように対応している｡

毎学期､前学期の反省に基づいた改定と各学期の受講者状況によって内容の変更がある

が､ 2003年度後期オリエンテーションで配布した授業概要資料は､以下のようなものであ

る｡なお､上級については全学共通教育と共通のため､ホームページ上に説明が載せられて

いる｡
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初級Ⅰ -Beginner-

科目名 �>�vR�定員 

初級Ⅰ総合 傀�-�,I?ｩgｸﾎｨ/�]xｺﾘ+x.��ﾈ*ｩ���ｸ,X+v�竸�4�,閏id�,�,(*(,I]xｺﾒ�10 し､日本での生活に必要ないろいろな場面での会話ができるように 

します○テキスト:『はじめのいつぽ』(スリーエーネットワーク)ほか 

初級Ⅰ漢字 傀�-�,Hｫ�ｨ/�]xｺﾘ+x.��ﾈ*ｩ���ｸ,X+v�*�.h+ｳ#��鬩/i7�,ﾈｮ��)4�,��10 
漢字の読み書きを練習しますo 

テキスト:『BasicKanjiBookVo1.1』(凡人社) 

初級Ⅱ　　- Elementary high-

科目名 �>�vR�定員 

初級Ⅱ総合 �?ｩgｸﾎｨ/��S�鳧ｭI/i7逢x�+X+ﾙ�ﾈ*ｩ���ｸ,X+v�从佩9Kﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾉ[b�10 
法を勉強し､日常生活に役立つ会話ができるようにします○簡単な 

読み書きも勉強しますo 

テキスト:『みんなの日本語Ⅱ』(スリーエーネットワーク) 

初級Ⅱ漢字 傀从亅�｣�S�鬨��#��鬩/i7逢x�+X+ﾙ�ﾈ*ｩ���ｸ,X+x�ｸ*�.h+ｳ3��鬚�10 
程度の基礎的な漢字の読み書きを練習します○ 

テキスト:『BasicKanjiBookVol.2』(凡人社) 

中級Ⅰ　-Intermediate low-

科目名 �>�vR�定員 

中級Ⅰ総合 傀从做几倆(*ｩ���ｶ�从�,Xｧx�+X+ﾙ[id�/�Yﾈ�+X,�*ｨ.y(hｸ�8ﾈ7�8ｲ�15 ゐ文法を学習し､総合的な日本語力を高めます○ 

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学出版会) 

中級Ⅰ読解 冑�?ｨ,ﾉ�hｨ�,儺ｹwh,旭��)4�,飲�*ｸ+�,h,�/�ｧx�+ZHｬ�%�,閏h�/�<r�15 
んで理解できるようにしますoテキスト=(授業で指示) 

中級Ⅰ会話 ��xｽ�,掩)��,�,(*(,H,ﾉ�(/�[x*ｸ竧.芥齷Zｨ,ﾈ鰄,�,H*(.��饑�."�15 意見を伝えることができるようにします○ 

テキスト:『なめらか日本語会話』(アルク) 

中級Ⅰ作文 傀从佩9Kﾈ*�.y(hｸ���ﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾉ[id�ﾘ�mｨ/�諄**I?ｨ�ﾙ�hｨ�,X諄*JB�15 
手紙､メモなどが書けるようにしますoテキスト=(授業で指示) 

中級Ⅰ漢字 傀从亅�｣S��鬩/i7�,ﾈｧx�/�+X+ﾙ�ﾈ*ｩ���ｸ,X+s����ﾓ����鬩/i7��15 の漢字の読み書きを練習します○ 

テキスト::『ーnternediateKanjiBookVol.1』(凡人社) 
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中級ll IIntermediate high-

科目名 �>�vR�定員 

中級Ⅱ総合 傀从�,ﾈｧx�*ｨ�.ﾘ,�+ﾘｧx��(*ｩ(hｸ�*�.x�8ｸ坪8ﾈ7�8ｸ4�6(7b�15 するために必要な機能､文法などを学習しますo 

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅱ』(名古屋大学出版会) 

中級Ⅱ読解 �?ｩgｸﾎｨ,X��*�.ｨ+ﾙ�ｩnY4�,閏h�I�[h,�,x/�<x-�+ﾘ-�,ﾈｮ��)4�,��15 表現や文構成について学習します○ 

テキスト:『大学.大学院留学生のための日本語1読解編』(アルク) 

中級Ⅱ作文 �(hｸ�,Xｧx�+x.兌id�ﾘ�mｨ/�諄,�,JI�Xｧx,Xｧx�+x.�+ﾘ-�,��15 必要な文章力を高めますo 

テキスト:『大学.大学院留学生のための日本語2作文編』(アルク) 

文系日本語 兌hﾆ�,ﾉ�ｩnY?ｩgｸﾎｨ,ﾈｮ��(,�,(*(,Hｧx�+X-ﾈ+v��15 
テキスト:(授業で指示) 

理系日本語1.2 凉ﾘﾆ�,ﾉ�ｩnY?ｩgｸﾎｨ,ﾈｮ��(,�,(*(,Hｧx�+X-ﾈ+v��15 
テキスト:ハンドアウト 

2.2　オリエンテーション

受講希望者には､学期始めに実施されるオリエンテーション-の参加が義務付けられて

いる｡ここでは､コースの履修方法､各授業の概要説明の後､プレースメントテストが行

なわれる｡平成14年度後期のオリエンテーションは日本語と簡単な英語での説明のみで

実施したが､平成15年度前期以降は英語および中国語の通訳をつけて対応した｡オリエ

ンテーションは毎学期2回実施されるが､諸事情で参加できない学生に対しては担当教員

が個別に対応している｡オリエンテーションでは､日本語特別コースの受講方法､手続き

の手順､授業内容,教科書､時間割､履修上の注意事項などが説明され､受講希望者の質

問に応じている｡

オリエンテーション時に受講希望者は､氏名､出身､所属､日本語学習歴などを記入し

た｢受講申請書｣を提出する｡また､研究生､大学院生には､指導教官からの｢受講承諾

書｣の提出を求めている｡これは､留学生の日本語学習に対する指導教官の理解と認識を

深める意味があり､留学生が気兼ねなく日本語学習を継続できることにつなげるためのも

のである｡

2.3　プレ-スメントテスト

オリエンテーション終了直後に､プレースメントテストを実施する｡テストには初級用､

中級用の2種類があり､受講希望者の申告により､いずれかを受験する｡初級用は日本語
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能力試験3級程度､中級用は同じく2級程度のレベルの漢字､語嚢､文法､読解力を測定

するもので､担当者が毎学期作成し､実施している｡受講希望者はその成績により受講クラ

スが振り分けられる｡なお､前学期に日本語特別コースを受講し､所定の成績を修めた者

は翌学期のプレースメントテストは免除される｡したがって､オリエンテーション参加者の

うち､プレースメントテスト受験者は半数以下である｡試験結果は当日夕方､あるいは翌日

午前中までに掲示板上で通知され､受講希望者はその結果を見て､各自の授業や研究の空

き時間と照らし合わせて受講クラスを決定する｡担当教員はクラス決定時には相談を受け

付け､適宜助言を行う｡受講希望者の中には特定のスキルのみをのばしたいと希望する者

や､複数のレベルにわたって同時に受講を希望する者もあるが､受講希望者の日本語能力

や諸事情を勘案して履修計画を作成する｡

3.受講者

受講者は､レベルにより特徴が見られる｡初級は､理系研究生､研究員､家族が中心で､

学習を継続してレベルアップすることではなく､日常生活に役立つ日本語力を早く身につ

けることを希望する受講者が多い｡中級には研究生が多い｡こちらは初級と異なり､シス

テマテイツクな学習によりレベルアップを希望する学習者が中心となる｡上級は､短期留

学の学生が多く､自国での日本語学習を継続し､研究に役立つレベルまで向上させること

を希望する｡なお､､上級クラスは全学共通教育外国語科目としての｢上級日本語｣と並行

しての開講であり､実際のクラスは学部学生が中心となっている｡受講者の中には､研究

等が忙しく､授業外の学習時間を確保することが困難な受講者も多く､その場合には､宿

題などを課さずに授業内でできるだけ対応するようにしている｡

4.平成14年度から平成15年度の実施状況

岩手大学留学生センターの設置は平成14年4月であったが､新任専任教員の赴任が同年

6月になったため､同年前期は6月から8月まで変則的な補講授業が実施された｡日本語

特別コースが正式に設置されたのは､ 2002年度後期以降である｡

平成14年度後期から平成15年度後期までの3学期分の実施状況は以下の表1 -3に示

すとおりである｡授業の概要は､先に表で示したとおりである｡ 2002年度後期は､初級受

講者が中級後半に比べて多いが､これまで市中のボランティア教室で学習していた家族や

研究員などが日本語特別コースの開講と共に受講を始めたことによる｡平成15年度以降は

中級以降の学習者が増加したのは､平成14年年度後期から始まった大学院入学予備教育日

本語研修コースの修了者が日本語特別コース中級クラスに合流し始めたためである｡平成

15年度から開講している上級クラスの受講者数は､全学共通教育外国語科目として履修し

ている学習者数を除いたものである｡また､平成15年度後期には開講科目を増やしたため

に受講者数も増加している｡
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表1 <平成14年度後期>　　　　　　　　　　　　　(人数は延べ人数｡以下同様)

科目名 �>�vR霆8ﾝ��受講 者数 

初級Ⅰ総合 ��y[h峪?ｩgｸﾎｨ�ｸ�H�ｉgﾙ�ﾈ����14 

初級Ⅱ総合 ��y[h峪?ｩgｸﾎｨ�ｸ�X�ｉgﾙ�ﾈ����ll 

中級Ⅰ読解 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣��<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�12 

中級Ⅰ会話 ��y?ｩgｸﾎｩ(hｸ��ﾘﾘxﾗXﾜ��ｈ4�8ｸ4竰�15 

中級Ⅱ読解 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣2驟�i<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�8 

中級Ⅱ会話 ��x8ﾘ�ｸ8ｸ7h8ﾈ48,Xｧx-I(hｸ�*�.x�8ｸ坪,ﾉ?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�8 

理系日本語 俾��(怦ｧyZｩnﾈ,ﾉ�ｩnXﾎｩE��2 

中上級文法 ��x7ﾈ48986y�騫ﾙ?ｩgｸﾎｩ[id��ｈ4�5�4鞅Y&ｸ����ll 

計14コマ ��81 

表2　<平成15年度前期>

科目名 �>�vR霆8ﾝ��受講 者数 

初級Ⅰ総合 ��x-ﾘ/�,�,ﾉ?ｩgｸﾎ｢顏从�H�ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�4 

初級Ⅱ総合 ��x-ﾘ/�,�,ﾉ?ｩgｸﾎ｢顏从�X�ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�6 

中級Ⅰ総合 ��y?ｩgｸﾎｩ(hｸ肇3���ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�20 

中級Ⅰ会話 ��x.x*ﾘ.x*ﾙ?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�17 

中級Ⅰ作文 偃郁jH8ﾈ7ﾈ�ｸ6x,ﾈ��*ｹ_ｹ9��12 

中級Ⅰ読解 ��y?ｩgｸﾎｩ(hｸ�<x���ｈ4�8ｸ4竰�15 

中級Ⅱ総合 ��y?ｩgｸﾎｩ(hｸ肇S���ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�15 

中級Ⅱ読解 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣��<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�15 

中級Ⅱ作文 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣"鞐ﾉ[i](�ｈ4�8ｸ4竰�6 

理系日本語 俾��(怦ｧyZｩnﾈ,ﾉ�ｩnXﾎｩE��5 

上級会話 俎Xｶ�,ﾉ[x*ｸ,h.雲ｺI:)�,ﾈ覈_ｲ�6 

上級読解 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣2驟�i<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�3 

上級作文 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣B驟�hﾞﾉ�ﾉ](�ｈ4�8ｸ4竰�1 

計24コマ ��125 
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表3<平成15年度後期>

科目名 �>�vR霆8ﾝ��受講 者数 

初級Ⅰサバイバル ��x,ﾘ+h-�,ﾈ*(,(-ｸ�ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�5 

初級Ⅱ総合 ��x-ﾘ/�,�,ﾉ?ｩgｸﾎ｢顏从粕��ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�6 

初級Ⅱ漢字 ��t&�6�4ｶ�讎庸���(�ｉgﾙ�ﾈ����5 

中級Ⅰ総合 ��xﾋｹ�9?ｩgｸﾎｨ5(�ｸ5�(hｸ�H�ｉkﾈﾌ8夐�Xｧx�LX橙��19 

中級Ⅰ会話 ��x.x*ﾘ.x*ﾙ?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�24 

中級Ⅰ作文 偃郁jH8ﾈ7ﾈ�ｸ6x,ﾈ��*ｹ_ｹ9��12 

中級Ⅰ読解 ��i[zH艀顏,ﾉ<x���13 

中級Ⅰ漢字 ��xuF蹤W&ﾖVF��FTｶ�讎蒜�����ｉgﾙ�ﾈ����8 

中級Ⅱ総合 ��xﾋｹ�9?ｩgｸﾎｨ5(�ｸ5�(hｸ�X�ｉkﾈﾌ8夐�Xｧx�LX橙��22 

中級Ⅱ読解 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣��<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�10 

中級Ⅱ作文 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣"鞐ﾉ[i](�ｈ4�8ｸ4竰�16 

理系日本語 俾��(怦ｧyZｩnﾈ,ﾉ�ｩnXﾎｩE��1 

文系日本語 ��ﾉ[b��檍怦ｧyZｩnﾈ,ﾉ�ｩnY&ﾘ��16 

中上級文法 ��y?ｩgｸﾎｩ[id�n)�員x�ｈ4�8ｸ4竰�12 

上級会話 �7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x98ｵｩd��8 

上級読解 ��i[zI�[i<x���7 

上級作文 ��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣B驟�hﾞﾉ�ﾉ](�ｈ4�8ｸ4竰�8 

計30コマ ��192 

5.日本語特別コースの課題

5.1　開講科目

平成15年度後期には各レベルにおいてほぼ標準学習時間分の科目を開講することがで

きた｡しかし､各学期の学習者のニーズや状況に応じて､開講科目の構成を対応させる必

要がある｡講師数が十分確保できる場合には､受講者数の少ない科目でも開講させ､ニー

ズ-のより細かな対応が可能であるが､現状でも開講コマ数の約3分の1をセンター専任

教員以外に依存しているため､予算の都合上､これ以上の科目の新設は不可能である｡た

とえば､ある学期にサバイバルレベルの集中講座の受講希望者と､週に2､ 3日の継続的

な初級クラスの受講を希望する学習者がいた場合､同一レベルの類似したクラスの開講は

困難になり､どちらかのニーズは満たせないことになる｡留学生数が増加した場合には､

文部科学省からの留学生特別配分予算等を利用して特別コースのクラスを増加させること
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も検討可能だが､現状では困難である｡また､講師の専門性との関連で､開講科目が制限

されることもある｡毎学期､どのような科目を開講すべきか取捨選択を迫られ､学期開始

後にも変更を余儀なくされることも多いが､このような課題を解決する方法は現在も模索

中である｡

5.2　講師の確保

先述したように､学習者ニーズの多様性､講師の専門性､予算等との関連で､十分な授

業数を確保するのは困難である｡留学生センターでは､専任教員全員が日本語教育に携わ

っているが､全員が日本語教育の専門家として配置されたのではなく､日本語特別コース

担当としての人員は不足しているのが現状である｡他学においては､非常勤､謝金講師の

活用によって日本語教育が充足され､日本語教育以外の人員として配置された教員はそれ

ぞれの業務に専念している｡岩手大学留学生センターの規模では､あらゆる業務を全員で

分担して行うことがしばしば求められるが､日本語特別コースの効率性､効果を高めるた

めに､現在の方法が適切であるのか検討を要すると思われる｡

5.3　開講時間帯

平成14年度以前には､日本語教育は補講として午後の遅い時間帯に開講されることがほ

とんどであった｡これは､通常授業が終わった後に補講を受講する受講者が多いと考えら

れていたためである｡しかし､受講者に面接調査したところによると､日本語クラスの受

講希望時間帯は多様であることがわかった｡たとえば､理系の研究生､研究員の場合､午

後からは実験が忙しくなるため､午前中の時間帯のほうが出席しやすいという一方､授業

が終わった後で夕方から学習を希望する学部生､文系の大学院生も存在する｡また､アル

バイトをしている私費留学生の場合には､午後遅い時間帯の受講は不可能であるというこ

とであった｡以上のような事情を勘案し､日本語特別コースは､原則として通常授業と同

時間帯に開講している｡どの時間帯に開講しても､都合のつかない受講者が出るのは不可

避である｡できるだけ受講者数の多い時間帯を調査した結果､現行の状態になった｡しか

し､現状では受講できない受講希望者も存在するであろう｡このような学習者-､日本語

特別コース以外にどのような日本語学習支援が行えるのか検討しなければならない｡

5.4　施設､設備

日本語特別コースは演習中心の授業であるため､ 1クラスの受講者数を15名程度にして

いる｡授業は学生センター演習教室を中し､に実施しているが､教室確保が毎学期困難にな

っている｡現在､専門授業を中心に演習形式の授業が増加傾向にあり､そのため､演習教室

が不足している｡留学生センターでは､全学共通教育係の協力を得て､毎学期の教室確保

を行っているが､常時､日本語特別コースために確保できる教室は10名収容すると手狭な
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1室のみである｡他学の留学生センターでは､専用の教室が確保されているのが通常だが､

岩手大学では留学生センター占有の施設､設備はわずかであるため､上述のような問題が

起こっている｡教材等も十分ではなく､今後､施設､設備の充実が大きな課題であると考

える｡

5. 5　多様な教育プログラムへの対応

岩手大学の留学生数は200名足らずである｡しかし､留学生センター設置以降､ (大学院

入学前予備教育)日本語研修コース(研修コース)の設置をはじめ､さまざまなプログラ

ム-の対応が迫られている｡平成15年度現在､留学生センターで行われている日本語教育

関連のプログラムは､研修コースのほかに､日本語･日本文化研修コース､日韓共同理工

系学部留学プログラム日本語予備教育があるが､このほかに､各学部が実施している短期

留学推進プログラムや交換留学､インターンシップ等によって交流協定校から来日した学

生に対する日本語教育､大学院生､研究生､研究員等に対する日本語教育も依頼される｡

このような多様なニーズに対し､ひとつひとつ新しいコースを設置して対応することは不

可能である｡そのため､各学習者に対応した日本語履修指導を行い､日本語特別コースの

中の必要な授業に参加させて対応しているのが現状である｡日本語特別コースは､補講と

して行われてきたが､本コースがなければ各種留学生の日本語教育プログラムは実施でき

ない状況にある｡そのため､平成16年度以降､短期留学特別プログラムの学生を主な対象

とした国際交流科目ilに日本語特別コースの各科目を移行することになった｡国際交流科

目として日本語授業を登録すれば､正式な単位が必要な受講者には単位を認定することが

できるようになる｡また､単位が不要な受講者は従来どおり受講するだけでもよい｡この

システムが平成16年度以降､どのように活用されるか注目したい｡

5.6　全学への周知方法

留学生センター設置以降､留学生教育に長年携わっている教員には､日本語特別コース

の有用性も理解されつつあるようだが､留学生を受け入れた経験のない教員､研究室では日

本語教育に対する認識が不足気味で､留学生の日本語学習に対する要望をそれほど重視し

ないこともある｡研究第一であり､日本語学習に時間を割くことに対して抵抗感のある教

員も多いのではないだろうか｡また､日本語は生活をしていれば自然に身につくものであ

り､誰にでも教えることのできるものだという考え方が一般的であろう｡しかし､効果的､

効率的に日本語習得を進めるために留学生センターは日本語教育を実施しており､その有

用性について､全学的に周知する必要性を感じる｡今後､学生数の減少が予想される中で､

留学生の存在は決して軽視できるものではない｡現在でも､理系の大学院では留学生の存

在が大きいものになっている｡是非､留学生センターの日本語教育を活用して欲しいもの

である｡
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現在は､ホームページとポスターによって､各学期が始まる前に日本語特別コースの実

施について周知させている｡また､先ほど述べたように､日本語特別コースの受講を希望

する大学院生､研究生には､指導教員からの受講承諾書の提出を依頼している｡さらに､

各学期の終わりには､学生の日本語学習の成績を指導教員宛にメールにて連絡している｡

今後は､簡単なチラシ等を作成して､全教員に日本語特別コースについて周知し､さらに

詳細な情報をホームページ上で検索できるよう整備したい｡

6.留学生に必要な日本語と日本語特別コース

以上､日本語特別コースの設置経緯から現在の課題まで概観してきた｡最後に､全学の

留学生､外国人研究者等を対象とする日本語特別コースでは､どのような日本語教育を行

えばよいのか検討したい｡

近年､日本語教育の研究分野に専門日本語教育研究というのが現れてきた｡そこでは､

大学における日本語教育が日本語学校等の日本語教育専門機関の日本語教育とどのように

異なるのか､どのように特化すべきなのかについて議論され､｢アカデミックジャパニーズ｣

という用語が使用されるようになった｡アカデミックジャパニーズとは､留学生が大学等

の高等教育で学習､研究するために必要な専門的な日本語能力､論理的な思考力を支える

日本語力を示す｡日本語特別コースが目指す日本語教育はこのアカデミックジャパニーズ

能力の習得､向上にあると言える｡たとえば､初めて日本語を学習するサバイバルレベル

の学習者にとっても､単に生活に必要な基礎コミュニケーションカの習得ということでは

なく､大学の研究生活を想定した場面､そこで必要となる言語機能､文型､語嚢などを積

極的に取り上げていく内容が望ましい｡現在の市販教材には､大学院生や研究者に対象を

特化したものは少ない｡現在､日本語特別コースでは汎用性の高い市販教材を主教材に選

定しているが､その見直しも含めて改定が求められるところである｡また､中級レベル以

上では､学習者の目的別に学習内容が多様化していくが､現在の学習内容では十分に対応

しきれていない｡究極的には個別指導が理想であるが､クラス単位の指導においても学習

者の専門性に配慮した学習内容に近づけるよう教材の整備が必要である｡現在､専門日本

語教育研究会をはじめ専門分野でのアカデミックジャパニーズ研究が進められているが､

その成果を活用し､研究生活に不可欠な日本語文型､語嚢等言語形式の学習と技能別のス

キルアップ教育を充実させたい｡そのためには､学内外の各専門分野の教員との連携が重

要である｡専門用語は分野ごと細かく異なり､留学生や研究者が独自に習得する以外に方

法はないと考えるが､基礎的な日本語力には大きな共通項があると考えられる｡日本語特

別コースでは､その共通項の教育を行うことができるだろう｡アカデミックジャパニーズ

の効率的､効果的な教育のためには現在の授業構成が適切かどうかも検討すべきである｡

さらに､日本語特別コースの実施形態についても検討の余地がある｡現在は､クラス単

位で､一部の授業を除き学習者の専門性に配慮せずに一斉授業を行っている｡しかし､レ
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ベルが向上するに従って一斉授業と個別課題解決の時間を融合した授業が求められるよう

になるのが当然である｡これを実現するには､新たな教材作成が不可欠である｡また､クラ

ス授業だけでなく､コンピュータやインターネットを利用した自主学習用教材とその支援

教育システムの構築の開発も求められる｡このように多様な教育支援を行うことで､時間

に拘束されずに留学生､研究者の必要な日本語習得が進められるようになるであろう｡現

在､工学部三輪研究室では､ ｢iCampus｣というネット上の日本語学習支援システムの開発

が進められている111｡日本語特別コースでは､単に現行の学習プログラムを維持するだけ

でなく､このような各種システムの有効利用をはじめ､新しい独自の日本語学習支援体制

を構築していくために､全学から教育効果についての評価を得ながら､研究､実践を継続

させたい｡

･平成14年度以降は日本学生支援機構(前国際教育協会)が実施する日本留学試験日本語科目

180点以上の日本語能力が入学条件となっている｡
･1国際交流科目は平成16年度より『学習の手引き(二〇〇四年度版)』 (岩手大学)に掲載さ

れるようになった新設科目群である｡主に､短期留学プログラムの学生を対象として､英語に

よる授業を行うことを目的に設置された｡この中には日本語の初級Ⅰから中級Ⅱレベルまでの

授業も含まれ､平成16年度後期からは正式に単位認定が行われる予定である｡
ill http ://www. sp.Gis.iwate-u. ac.jp/icampus/index.j sp
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日本語研修コースにおける日本語教育

中村ちどり(岩手大学国際交流センター)

1.はじめに

岩手大学で初めての日本語研修コース生を受け入れてから2年が過ぎようとしている｡

コーディネーターとしての筆者の担当もこの秋から5度目になる｡ここでは､留学生セン

ターにおける日本語研修コースを振り返り､その概要と課題について述べる｡

1.1日本語研修コースとは

日本語研修コースは､大学院入学前予備教育としての日本語教育を行うものであり､毎

年4月と10月に開講される半年間の日本語集中教育プログラムである｡岩手大学では留学

生センターが文部科学省の省令施設となった後の平成14年10月から毎学期｢外国人留学

生日本語研修コース｣を開催し､北東北地方の大学に配属予定の留学生を受け入れている｡

研修コースの受講対象者は､大使館推薦を受けた国費研究留学生と教員研修留学生であ

り､留学生センターで半年間の集中日本語教育を受けた後､専門教育を行う各研究科に配

属される｡教員研修留学生の場合は､ 1年間教育学部で教育実習を含めた研修を受け､大使

館推薦の国費研究留学生は大学院での1年間の研修または修士･博士課程に進学する｡予

備教育としての日本語研修コースは､これらのニーズに沿った日本語教育プログラムを提

供するものである｡

岩手大学留学生センターでは､平成14年度後期から平成15年度後期までの3学期間に3

回研修コースを開講し､合計で19孝.の受講生を迎えた｡このうち4名が秋田大学､ 1名は

北里大学配属の学生である｡

1.2岩手大学日本語研修コースの特色

研修コースは､文部科学省の省令施設である全国の留学生センターで行われてきたプロ

グラムであるが､岩手大学留学生センターの日本語研修コースの特色としては次のような

点が挙げられる｡

まずカリキュラムに関しては､過当たりの日本語授業時間が12コマ相当(1コマ90分)

と比較的少ない｡これに対し日本語以外のコンピュータや日本事情などの授業が豊富であ

る｡また夏期･冬期休業期間中にも補習授業を行うため､ 1学期あたりの学習時間は20週

程度と長くなっている｡

次に生活面での特色としては､チューター制度と盛んな地域交流により､留学生と日本

人との交流が多く知り合いが作りやすいということがある｡在住外国人が少ない地方都市
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における｢外国人どうしの友人が作りにくい｣ ｢外国人のコミュニティーがないため孤独に

陥りやすい｣といったマイナス面を解決するためには､このような生活支援が欠かせない｡

以下､留学生センターで平成14年度から15年度に行った日本語研修コースの概要につ

いて述べていく｡

2.受講者

受講登録者は､平成14年度後期8名､平成15年度前期5名､平成15年度後期6名で､

計19名であったが､このうち平成15年度後期の2名が途中で受講をとりやめたため､コ

ース修了者は全体で17名である｡受講登録者数とその内訳は次のようになる｡

表1.平成14-15年度研修コース受講者数

午.学期 ��X諄ｭ��I�R異�N��教員研修 ��Xｧy�I�R異�N��私費 俘xﾇb�

14年後期 �"�4 �"�0 唐�

15年前期 迭�0 ���0 迭�

15年後期 ���4 �"�"��0 澱�"��

合計 途�8 釘�"��0 ��茶"��

※ ()内は､修了しなかった者

教員研修生の受け入れは年1回で後期のみのため､前期は大使館推薦の国費研究生が中心

となり､後期は教員研修生が多くなる｡またこれ以外にも､岩手大学では｢センターが認

めた留学生｣の受講を認めており､大学推薦国費研究生と私費留学生の希望者のうち､開

講されるクラスとレベルが合う場合には､指導教官とセンター長の許可を得て受講するこ

とができる｡この措置によって受講した学生は4名であるが､そのうちの2名は学期が始

まってすぐ専門研究との両立が難しいことがわかり､他のコースに移っている｡

受講生の研修後の配属先である大学院研究科を示すと､次の表のようになる｡

表2.受講生の専門教育配属先

午.学期 ��ﾉ[h怦ｧxﾆ��教育学系 儘逢xﾆ��農学系 ��X蝌ｧxﾆ��合計 

14年後期 ���4(1) ���2 ���8(1) 

15年前期 ���0 �"�2 售�����5(1) 

15年後期 ���4(2) ���1 ���6(2) 

合計 ���8(3) 釘�5 ������19(4) 

※( )内は､岩手大学以外の大学(秋田大学､北里大学)

各自の専門領域に合わせた配属がなされているため､コース修了者は文系から理系まで多

様な研究科に進む｡受け入れが最も多いのは教員研修を行う教育学研究科であるが､修士
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課程･博士課程-の進学を目的とした研究留学生は､ほとんどが農学系か工学系研究科の

学生となっている｡水産学系の1名は北里大学への配属である｡

各学期の受講生の国籍と職業､年齢､性別は次のとおりである｡

(1)平成14年度後期:

中国2 (教師29才男､学生25才男)､フィリピン1 (教師29才男)､ネパール1

(教師34才男)､パラグアイ1 (教師31才女)､インドネシア1 (教師28才男)､

ミャンマー1 (公務員28才女)､マダガスカル1 (会社員26才男)

(2)平成15年度前期:

フィリピン1 (教師34才男)､アルゼンチン1 (会社員23才男)､ザンビア1

(教師34才女)､ミャンマー1 (公務員34才男)､ブラジル1 (公務員24才男)

(3)平成15年度後期:

バングラディシュ2(教師28才男､助手28才男)､インドネシア1(教師34才女)､

メキシコ1 (教師29才女)､ベトナム1 (教師27才女)､ペルー1 (教師31才女)

受講生の国籍はアジア地域が最も多く､中国､ミャンマー､インドネシア､フィリピン､

バングラディシュが各2名ずつ､ネパールが1名の計11名である｡南米のパラグアイ､ア

ルゼンチン､ブラジル､メキシコ､ペルーからも各1名､計5名の学生を受け入れた｡ア

フリカからの留学生が最も少なく､ザンビア､マダガスカルから各1名､合計2名の学生

が受講した｡ヨーロッパ･北米からの受講者はいなかった｡

性別は､全体では男性12名女性7名で､男性のほうが多いが､教員研修留学生は男性3

名女性5名と､女性のほうが多くなっている｡

年齢については､ 23才から34才まで､幅広い年齢の学生を受け入れた｡ 20才～25才が

3名､ 26才～30才が9名､ 31才～35才が7名である｡ 26才～30才が最も多いが､大使館･

大学推薦の留学生に応募できるギリギリの年齢である34才の学生も5名と数が多い｡ 35才

以上の学生は､国費の大学院研究留学生として受け入れられないため受講者とはならない｡

受講生の出身国での身分･職業は､教員が最も多く11名である｡そのうち大学で教える

者が最も多く4名､高校と中学･小学校が各2名ずつ､幼稚園が1名である｡また､学生

が1名､大学の助手が2名おり､これらを含めると学校関係者が全体の3分の2以上を占

める｡この他の受講者は会社員(エンジニア)が2名､公務員が3名である｡

以上からわかるように､日本語研修コース受講生の専門､国籍､年齢は多様である｡職

業は多くが教員･研究者であるが､その専門分野は多岐に亘る｡これは､日本語クラスの

運営という観点から見ると､いくつかの難しい点を持つ｡まず専門分野ごとに異なった語

嚢･日本語力が必要になるため､受講者ごとにニーズが異なる｡また年齢差や漢字圏･非

漢字圏出身の差によって､日本語学習能力にも著しい差がある｡さらに受講者の母語･既

習外国語が異なるため､全員がわかる英語などの媒介語がない｡しかし､限られた予算で
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全ての受講生のニーズ･能力に合わせたクラス編成をすることはできないのが現状である｡

次節では､岩手大学における日本語研修コースのカリキュラムについて述べる｡

3.カリキュラム

3.1スケジュ-ル

(1)授業日程

平成14-15年各学期の授業日程･行事のスケジュールは､概ね次のようになった｡

第1週　　　　　　　　　学生受け入れ

個別オリエンテーションとプレイスメント･テスト

第2週　　　　　　　　　開講式､ひらがなクラス開始

留学生オリエンテーション､留学生懇親会､

第3週　　　　　　　　　総合日本語クラスとかたかなクラス開始

第4週　　　　　　　　　漢字クラス開始

夏/冬休み(各2-4週間程度)

留学生見学旅行/スキー研修

第15週　　　　　　　　　修了テスト

第16週　　　　　　　　　修了発表会

第17週～学期末　　　　補習授業

学期末　　　　　　　　　修了式

受講生受け入れとプレイスメント･テストの後､日本語授業が始まり15-16週程度続け

られる｡この間､夏休みには留学生見学旅行､冬休みにはスキー研修旅行が開かれた｡

15週の日本語授業の後､受講生は修了テストを受け､成績が決定する｡その後､スピー

チ発表準備の個別授業を経て､修了発表会で各自スピーチを行う｡これ以降は岩手大学の

通常授業が行われない補講期間･休業期間になるため､平成14年度後期は授業を行わなか

った｡だが､ほとんどの受講生が日本語学習の継続を希望したため､平成15年度からは学

期末まで週に4コマ～8コマ程度の補習授業を続けている｡

(2)時間割

岩手大学留学生センターでは､日本語研修コースの授業は1クラスのみ開講準備を行っ

ており､平成14年度後期と平成15年度前期は学習者のレベルが一様だったため､ 1クラス

のみの開講となった｡レベルは初級前半であり､日本語のカナ入門から初級終了までをカ

バーしている｡留学生センターで開講した入門～初級終了までのクラス(以下､初級Ⅰと

呼ぶ)の時間割は､ひらがなカタカナの集中クラスが終わった後に､概ね次のように開講

された｡
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表3.初級Ⅰクラス時間割(入門～初級終了)

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘr�総合 �<x��鞐ﾉ[b�総合 ��ﾘﾘr�

刀(10:30-12:00) ��ﾘﾘr�総合 �<x��鞐ﾉ[b�総合 ��ﾘﾘr�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 �5(98788X�ｸ5��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;�� ��

週当たりの授業時間は90分授業が17コマである｡このうち漢字クラスについては､平

成14年度は90分授業で行われたが､平成15年度からは予算削減のため､ 90分のうち前半

45分のみ授業を行い､後半45分は自習とした｡

平成15年度後期については､受講者のレベルが初級Ⅰ (入門～初級終了)､初級ⅠⅠ (初

級後半～中級前半)､中級Ⅰ (中級前半～中級後半)の3レベルに分かれたため､ 3つのク

ラスを開講した｡このうち初級ⅠⅠクラスと中級Ⅰクラスについては研修コースで用意する

ことができないため､留学生センターの｢日本語特別コース｣と｢日韓共同理工系学部留

学生プログラム｣の授業を利用した｡ (日本語特別コースでは､通常､週に4コマしか行わ

れない初級ⅠⅠクラスを倍の8コマに増加した｡)初級ⅠⅠクラスと中級Ⅰクラスの週間時間

割は次のとおりである｡

表4.初級Ilクラス時間割(初級後半～中級前半)

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) 傀��ﾇ騫侭�ﾘﾘr�初級Ⅱ縫合 ��初級Il総合 傀从�9�I�ﾘﾘr�

Ⅱ(10:30-12:00) 舒xｸ帝j��ﾘﾘr�初級H■総奪 �<x��鞐ﾉ[b�初級ll総合 傀从免ﾉ�ﾘﾘr�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 �5(98788X�ｸ5��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 ��個別指導 ��

※　　　で示されたクラスは､日本語特別コースとの共同開催

表5.中級Ⅰクラス時間割(中級前半～中級後半)

(月) �(火) 忠�R��(木) 宙ｾ���

Ⅰ(8:40-10:10) �����+ﾉ��謦� �� 

Ⅱ(10:30-12:00) �(hｸ�Hｫ�｢��(hﾍｨuI<y¥��中破Ⅰ会話 �(hｸ漠j��"�■ly.ど; 

Ⅲ(13:00-14:30) 倚Y4xuHuHｫ�r�ﾌ)¥ｨ轌;����コンピュータ �(i:�唔dHﾘr�初級■ⅠⅠ漢字 

Ⅳ(14:45-16:15) ��磯､Ⅰ~総督 �?ｩgｸ馼���単車Ⅰ纏文 乂y�(uIOHﾚ�� 

V(16:30-18:00) ��中東十線介 �� �� 

※　　　は日本語特別コースの授業､ [:=]は日韓理工系留学生プログラムの授業
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(3)授業担当者

研修コース全体の授業責任者(コーディネーター)は､留学生センターの専任教員1名

が平成14年度から15年度まで継続して務めた｡各授業科目の担当は､平成14年度後期は

センター専任教員14コマ(1コマ90分)､非常勤講師4コマである｡平成15年度前期と後

期はともに､センター専任教員6コマ､非常勤講師10コマとなった｡平成15年度から学

内の非常勤講師予算として研修コース分が認められたため､非常勤講師のコマ数が増えて

いる｡

授業担当は各教員の専門に合わせ割り振られている｡日本語教育を専門とする専任教員1

名と非常勤講師3名が､日本語授業(｢総合クラス｣と｢読解･作文クラス｣)を担当､国

際理解教育を専門とする専任教員が｢日本事情｣､工学部併任のセンター専任教員が｢コン

ピュータ｣を担当した｡

日本語授業については､ティーム･ティーチングのため､授業の担当者間で毎日､引き

継ぎ連絡と打ち合わせをしながら進められた｡また研修コースの日本語は基本的に授業を

休まない｢代講システム｣をとっているため､担当者が授業ができない場合には本来の担

当者以外の教員も代講で授業を行った｡特に平成14年度は日本語授業に非常勤講師予算が

つかなかったため専任教員のみの担当となり､出張等での代講が多く､授業開始後2ケ月

以上､本来の担当者で運営できた週が1度もない､代講者の手配もつかないという非常事

態となった｡平成15年からは非常勤講師の担当が増えたため､このようなことは起きてい

ない｡

また平成15年からは､センター専任教員が学期中に特別授業をしたり､集中授業として

1週間から10日程度､授業を行なっている｡ 15年前期は｢ひらがなWeek｣として数名の

専任教員が1-2日ずつ交代で授業をし､ 15年後期はコーディネーター教員が｢スピーチ指

導｣を1週間ひとりで行った｡これらの授業により当該期間中の通常日本語授業は休講と

なり､その分の非常勤講師手当を学期末の補習授業にまわすことができるため､ 15週間分

の非常勤講師予算で20週程度の授業をすることができる｡

3.2クラスの概要

ここでは研修コースで開講した初級Ⅰクラスの各教科の概要を述べる｡

(1)ひらがな

受講生のプレイスメント･テスト修了後､ひらがなクラスが1週間から10日程度行われ

た｡教科書は『一人で学べるひらがなかたかな』 (スリーエーネットワーク)で､付属の聴

解教材cDを使って授業後の復習が容易にできる｡岩手大学では初級教科書に漢字かな混

じり表記のものを使っているため､受講者のひらがな読み書きは必須である｡したがって

1週間以上集中して､ひらがなだけを学習し全員が必ずひらがなを読めるようになること
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を目指す｡

また､ひらがなクラスは初級クラスと切り離してこれだけを受講することも可能なため､

平成15年前期には試験的に｢ひらがなweek｣として1週間､岩手大学のすべての外国人を

対象としてセンター専任教員による特別授業が行われた｡

(2)カタカナ

カタカナクラスは､ひらがなと同じ教科書を使って午後の漢字クラスの時間に､ 1週間か

ら10日程度開かれている｡このクラスでは､ひらがなの定着を妨げないため､読み書きを

完全にすることは求めず､自分の国･名前を書ける程度の定着を目指している｡カタカナ

語を正しく聞き取り書けるようになるための練習(復習)は､総合クラスが後半の初級ⅠⅠ

に入ってから毎日行われる｡

(3)総合

｢読む･書く･話す･聞く｣の四技能を高めるため､語嚢･文法･会話･読解･聴解･

作文等の活動を行う総合クラスであり､週8コマを約15週継続するため､研修コースのか

なめの授業と言える｡

教科書は､初級の総合教科書である『みんなの日本語初級Ⅰ ､ ⅠⅠ本冊(漢字かな混じり

版)』 (スリーエーネットワーク)を使用した｡基本的には媒介語を用いない直接法の授業

となるため､学習者はこの教科書に加えて各国語版の翻訳･文法解説書も購入し､毎日予

習として文法と単語を覚えた上で､教室活動に望むこととした｡

教科書が文型シラバスであるため､コミュニケーション能力を始め､多様な能力を育て

るためには工夫がいる｡教室活動は､課ごとの文型･単語･会話等について導入一練習の

繰り返しが中心となるが､オーディオリンガル法のパターン･プラクティスやロール･プ

レイ､コミュニカテイブ･アプローチのタスク活動などを取り入れ､多様な活動がなされ

るように注意した｡副教材として会話ビデオや､ 『わくわく文法リスニング99』 (凡人社)

『楽しく聴こうⅠ､ ⅠⅠ』 (文化外国語専門学校) 『にはんごきいてはなして』 (ジャパンタイ

ムズ)等の聴解教材も多用している｡また､定着のために繰り返しの練習を要する発音指

導､カタカナ復習､ディクテーションといった活動も5分程度の時間をとって毎朝行った｡

特に教科書が後半の初級ⅠⅠに入ってからは､専門教育で通用する日本語力とコミュニケ

ーション能力を高めることが必要となるため､会話練習を多くし指導教官との面接を想定

した会話テストも行うようにした｡

(4)読解･作文

このクラスでは､総合クラスで使用している『みんなの日本語初級Ⅰ､ ⅠⅠ本冊』の復習

をしながら､長文読解と作文を行った｡ 1週間に1度､ふだんの総合クラスでは扱うことの
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できない分量の日本語を読んだり善いたりすることで､長文の読み書きに慣れ､今後の専

門研究に必要な読解力･作文力の基礎を作ることができる｡読解の教科書は主に『みんな

の日本語初級Ⅰ､ ⅠⅠ初級で読めるトピック25』 (スリーエーネットワーク)､作文の教科書

は『みんなの日本語初級やさしい作文』 (スリーエーネットワーク)を使用し､毎週決めら

れた量の長文を読み書きできるようにした｡

(5)漢字

漢字クラスは水曜を除く毎日午後､行われた｡教科書は『みんなの日本語初級Ⅰ､ ⅠⅠ漢

字英語版』 (スリーエーネットワーク)で､総合クラスの教科書『みんなの日本語初級Ⅰ､

ⅠⅠ本冊』と共に学習可能である｡総合クラスでの学習が終わって単語が定着してからその

漢字を学べるように､各週の時間割を工夫した｡平成15年度からは予算削減のため､ 90分

授業のうち初めの45分だけ授業を行い､残る45分は自習として書き取りや宿題を行うよ

うにしたが､残って指導を続ける講師も多かったためか､前学期と比べ目立った成績の違

いは見られなかった｡

(6)コンピュータ

週に1回､主に情報処理センターの教育用端末(Windowsを搭載したコンピュータ)を使

用してコンピュータ教育を行った｡教科書は特に使用していないが､ 『留学生のための日本

語コンピュータ』 (富山大学留学生センター)を参考にしている｡学習項目は､コンピュー

タの起動､インターネット接続､メールソフトの使い方､自習用CD-ROM/Web教材を用いた

カナ･漢字･動詞活用の学習､ Microsoft Wordを使った日本語漢字かな混じり文の作文な

どである｡自習用のCD-ROM教材は､ 『ひらがなかたかなCD-ROM』 (新宿日本語学校)､ 『漢

字100 CD-ROM』 (新宿日本語学校)､ 『KSPまなびや動詞活用編CD-ROM』 (神戸システムプロ

ダクツ)を使用した｡これらの学習が終わった後は､日本語修了発表会に向けてプレゼン

テーション用ソフトMicrosoft PowerPointでスライドを作る練習を行った｡

(7)日本事情

学習者の日本理解を深めるために､平成1 5年度から週に1回程度､日本事情のコマを

設けた｡授業では､日本文化や日本人の暮らしに関するビデオを見たり､博物館や寺院な

ど歴史的事物の見学､お茶や着物等の体験などを行った｡授業は初めのうちは英語で行わ

れるが､学習者の日本語が上達するにしたがって徐々に日本語で行うようにした｡ボラン

ティア講師として地域の日本人専門家を迎え､日本語で交流が行われることもあった｡

(8)個別指導

週に数回の個別指導では､主に授業の補習と学習･生活相談が行われた｡日本語の授業
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は媒介語を用いない直接法で行われるため､一度授業についていけなくなると教室活動が

全くわからなくなり非常に深刻である｡そのためこのような学習者にとっては､補習授業

が欠かせない｡補習は授業についていけない学生や個別の問題(発音や記憶など)を抱え

る学習者に対し定期的に行われ､再試に関連した学習､表記練習､発音矯正などの課題を

与えて個別授業が実施された｡これ以外の学習者も授業中の疑問点や練習したいことなど

がある場合に､適宜､補習を受けている｡学習･生活相談に関しては､進路や専門教育､

大学院受験に関する問題や､指導教官･友人との関係や日常生活での問題点などの相談が

あった｡

(9)夏期･冬期休業期間中の補習授業

大学の夏期･冬期休業期間中の補習授業は､平成15年度から､通常の15週間程度の授

業が終わった後に希望者に対して行うようになった｡全ての受講生が希望するわけではな

いが､専門研究や受験準備等で都合がつかない者以外は全員が受講している｡授業は大部

分を非常勤講師が担当するため､各学期の予算の残余に合わせて授業回数を決定する｡平

成15年度前期は12回(4週間)､後期は11回(4週間)行われた｡教科書は受講生のニー

ズに合わせて選ばれるが､平成15年度前期と後期はともに『J. Bridge』 (凡人社)が使わ

れている｡

3.3スピーチ指導と修了発表

岩手大学では研修コースの受講生に修了発表を課しており､毎学期､総合クラスの初級

教科書修了後に1週間程度のスピーチ指導が行われ､その後に修了発表会が開かれている｡

スピーチ指導は一人当たり30分から1時間程度の時間をとって毎日行われ､専任教員が指

導にあたった｡

日本語のまだ不十分な初級終了レベルの学習者がスピーチを行うに際しては､聴衆を飽

きさせないための工夫が必要である｡岩手大学では｢日本語によるプレゼンテーション｣

の色彩を強くした指導を行い､コンピュータや実物投射機､ oHP､ CD等の機器を使った発表

を行っている｡特にPowerPolntを使ったプレゼンテーションは､専門研究-の移行を考え

ると非常に重要である｡

平成14年度から15年度の修了発表会は､各学期とも学生センタ一棟2階会議室におい

て約50名の参加者で行われた｡参加者は主に､日本人学生､留学生､教員､留学生支援団

体の方々である｡発表の内容は､自国の文化や自然の紹介が最も多く14件､日本に関する

ものが2件､自国と日本との比較が1件である｡あまり高度な日本語力がなくても聴衆に

アピールしやすいという点で､写真を多く見せられる文化･自然紹介が題目として選ばれ

る傾向がある｡発表題目の一覧を表6に示す｡
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表6.研修コース修了発表会題目一覧

平成14年度後期 兌ﾙ�ﾃ�YD�7���｢�平成15年度後期 

エベレストとルンビニ �7X8�5x8ｸ,ﾈ尨ｧ��メキシコについて 

中国の年中行事について �7�88987ﾘ�ｸ,ﾈ魎�ベトナムの有名な物 

サバイバル盛岡 倩H,i?ｩgｲ�インカの町"クスコ" 

インドネシアについて 儖ﾈ+X*)8x�ぺ7H4(8ｨ7892�挨拶-インドネシアと日本の比較 

仏教と寺の国ミャンマー フィリピン-東洋の真珠- マダガスカル 万里の長城 �5X987(4�,ﾈ5H7H4�8｢�

3.4評価

研修コースの修了要件は､ (i)授業の出席率が75%以上(ii)テストの平均点が60点以上

(iii)毎日の授業に積極的に参加･貢献すること､の3点であり､この要件を満たした者に

は学期末の修了式において修了書が授与される｡修了発表会での発表と休業期間中の補習

授業-の出席は､大学院受験生の都合があるのでこの修了要件からは外している｡テスト

は､日本語の授業に対して中間テストが4-5回､修了テストが1回行われ､ 60点以下の者

には再試が課される｡平成14-15年度のすべての修了生がこの条件を満たし修了書を受け

取っている｡成績については､研修コースは単位を出すものではないため原則として公表

しておらず､受講生にも通知していない｡

研修コースでは､学期末の学生による授業評価(エバリュエーション)は行っていない｡

これは翻訳にかかる予算を考えてのことであるが､教員評価のため今後は必要である｡た

だしこれに代えて､コーディネーター教員が学期中に数回の｢インタビュー｣を行い､授

業･生活全般に関わる数十の質問に答えてもらい受講者の要望を聞くことにより､問題点

を把握し改善するようにした｡この方法は､コース運営の改善という点に限って言えば､

コース期間中に問題点を解決できるという点で､学期末1回の授業評価よりは受講者にと

って利点が多い｡

4.学習･生活支援

4.1学習支援

研修コースでは日本語･日本文化学習を助けるため､受講生に図書､カセットレコーダ

ー､電子辞書､テープ･cD･コンピュータ教材の貸し出しを行っている｡また留学生セン

ター談話室には5台のインターネット接続されたWindowsコンピュータがあり､事務局が

開いている間はいつでも使うことができる｡このコンピュータを含め､岩手大学の情報処
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理センター､中央図書館マルチメディア情報閲覧室､学生センタ一棟就職情報室の教育用

端末は全て多言語対応の設定がされており､日本語･英語･中国語･ハングル･ロシア語･

タイ語･ベトナム語･アラビア語･ドイツ語･フランス語･ヒンディ一語の11言語が使用

可能である｡ただしDVD教材が使えるコンピュータはまだない｡また留学生用図書に関し

ては､中央図書館に国際交流図書書架が配置され､日本語教材や辞書等を借りることがで

きる｡また受講者が日本語の学習や進路について相談したい場合には､各専任教官がオフ

ィスアワー等で対応している｡

4.2生活支援

研修コース受講生は､ほとんどが岩手大学の留学生寮である国際交流会館に入居する｡

この寮には日本人の管理人がおり留学生の様々な問題に対応している｡また研修コース受

講生には各人に日本人学生チューターがついて､各学期40-50時間程度のサポートを行い

日本での生活･学習を手助けする｡地域の国際交流団体も生活支援を行っており､留学生

が参加できる交流会やホーム･ステイプログラムも多くある(資料編の｢地域との国際交

流｣を参照)0

5.まとめに代えて:研修コースの今後

以上が岩手大学留学生センターにおける日本語研修コースの概要である｡限られた予

算･人的資源の中でコース運営を行ってきたのだが､今後も日本語教材の充実､教員･授

業の質の向上を図る具体策を考えていくつもりである｡

国立大学独立法人化後の留学生に対する予算措置は､岩手大学においても厳しいものが

ある｡研修コース担当者には､予算削減という名のもとに留学生の学習と生活が脅かされ

ることのないよう､留学生にとって最低限必要な教育･生活支援はきちんと行っていくと

いう姿勢が必要である｡

研修コースを終えた教員研修留学生が小･中学校での実習をこなし､大学院研究生が無

事に修士･博士課程の入試に合格し研究を続ける､そのための日本語教育はどうあるべき

かを真筆に考えていかなければならない｡
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岩手大学における理工系留学生指導について

平成14-15年度

小笠原　洋光(岩手大学国際交流センター)

ここで述べる理工系留学生は､主として工学部における学部学生､大学院生､大学院受

験予定者を対象としている｡指導内容については､授業と課外に分けて述べる｡

1.学部生指導

1.1授業

留学生のために工学部における学部内共通基礎科目として｢基礎工学概論｣をおき､工

学の基礎となる物理学､数学､化学に関する日本語で書かれている文章と､日本の工業事

情をビデオで紹介し､日本語の読解力と聴解力を養成すること､日本語で書かれた半導体

基礎用語､日本工業規格についての用語を学ぶこと､日本語による報告書(レポート)の

書き方を習得することを目的とする｡

1.2　授業内容と教材

ここで用いた資料と授業内容を以下に記す｡

(1) George LTrigg著書『Crucial Experiments in Mordern Physics』の中から､

【光の粒子性】､ [量子概念の起源】の2題を､英文とその日本語対訳を用いた読解､

聴解｡

(2) 『 EncyclopediaAMERICANA』 ( International EDITION)より､

[半導体とトランジスタ1､ 【ェネルギ-源1､ 【熱機関と作業循環行程】に関する3記

事についての英文とその日本語対訳を用いた読解､聴解｡

(3)砂川重信著書『力学の考え方』 (岩波)及びIsaac Newton著書『PRINCIPIA』

( Motte'sEnglishTranslation)より､力､運動量､エネルギーの概念をニュートン

の運動の法則(Newton'slawsofmotion )をもとに理解｡

(4)砂川重信著書『電磁気学の考え方』 (岩波)より､　電磁気学の基本概念である電

磁場を近接作用の立場から理解する｡

(5)日本規格協会編集JISハンドブック『品質管理』より､計測用語を中心にして､

測定及び測定誤差についての理解｡

(6) Eインゲルスタム､ S.ショーベリー､木下是雄共著『応用物理ポケットブック』

より､国際単位系､物理基礎定数､エネルギー量子に関する換算図表の理解｡

(7)小笠原洋光､平塚貞人､山口勉功､中西良樹共著『物理学実験』より､
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自然科学における法則の認識論的意味と実験･観察の役割､及び科学の方法論の

工学にもたらす意義の解説と理解｡その他の資料は参考文献Ⅰ参照｡

1.3　開講時期､受講者､及び授業の進め方

この授業は､毎年前期に開講され､受講者は､平成14年度は1年次生5名(電気電子

工学科1名､応用化学科2名､機械工学科1名､建設環境工学科1名)で､ 15年度は3

年次生4名(電気電子工学科3名､建設環境工学科1名)となっている｡

授業内容･教材は､受講者個々人の日本語能力､即ち漢字の読み､長文理解力と理科と

数学の基礎学力(日本の高等学校での学習領域)についての力量を見ながら選択設定した｡

1.4　平成14年度生について

平成14年度は､対象学生が1年次であったことから､大学入試レベルの知識と語嚢の

習得を目途に､読み･書きを中心に大まかな内容把握が出来るように教材を随時変更して

行った｡従って､講義要綱に沿った予定の内容と時間配分は遂行できなかった｡

以下に本年度の授業内容を列記する｡ (Ⅹ)は1.2で述べた参考資料番号である｡

①工学基礎としての物理学(7)､ ②力学;力と運動､ニュートンの運動の法則(プリンキピ

ア)､運動方程式(3)､ ③英.づ対訳;半導体とトランジスタ､エネルギー源､熱機関と作

業循環行程(熱力学) (2)､ ④電磁気学の考え方(マックスウェルの方程式とオームの法則､

ガウスの法則と静電場) (4)､ ⑤英一目対訳;光の粒子性(フォトンという概念) (1)､ ⑥

JIS品質管理;計測用語の解説(5)0

学習を進めるにあたっての問題点は､最近の大方の日本人学生もそうであるが､書き取

りの時間的な間合いを取りながら板書してそれの説明をおこなうがノートせず､また何か

問題を出して答えを求めるとき､ ｢さあ､ノートに書いて考えて御覧なさい｣と促されなけ

れば決してノートに書いて考えるということをしないことである｡これでは復習が成り立

たないのは当然で､学習効果が上がらない｡文章を書くことは思考力を高めるために有効

な手段であるから､今後はレポート作成の時間配分を大きくとる必要があると考えている｡

1.5　平成15年度生について

平成15年度の受講は3年次学生､ 3名が電気･電子工学科生ということで､電磁気学の

理解を主体に輪読の形で､時折ベクトル解析の初歩を講義しながら授業を進め､マックス

ウェル方程式を扱った｡

本年度の授業内容を列記すると､ ①物理学と工業;実験及び数量的に把握することの意

咲(予測と設計､製作と動作解析) (7)､ ②電磁気学の考え(遠隔作用と近接作用､静電場

と自己力､ガウスの法則の微分形と積分形､静電ポテンシャルと回転r｡t､波動方程式･ -

弦､気柱､棒の振動､マックスウェル方程式と電磁波) (4)､ ③科学論(文献Ⅰ)
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このクラスは3年次という事と中国本土からの留学生3名とマレーシアからの学生1名

で､いずれも専門書を読んで行くための漢字の識字力も充分有し､文章表現もほぼ満足で

きた｡また､物理学の内容についての理解も一定程度の進展がみられたが､前年と同様に

ノートを取るという姿勢は乏しかった｡

1.6　指導方法の問題と改善策について

工学部留学生-の対応は､物理学実験指導で1960年代半ばから継続して行ってきてい

るが､この数年間､少なくとも日本語でレポートを書く力はかなり低下してきているよう

に思われる｡しかし､個人差が大きく､一概に論ずることは難しい｡

実験レポートを書くという学生自身の具体的な作業を通じての表現文を一文づつ個別に

指導することで､かなりの改善を促すことは可能であるとの感触は得ている｡

今後の指導の主要な課題は､上述のように､具体的な実験や観察を通じての｢日本語で

レポートを書く｣ことにあり､これを実現するための教材研究*)が求められる｡

*)例えば､道脇綾子【本字ンタ一における学部留学生の物理教育について]

(東京外国語大学留学生日本語教育センター報告(2003. 3. 14)

シンポジューム｢留学-年目の教育のあり方一科学教育の視点から-｣ )

に見られる｢教材と実験を一体化した留学生教育｣のような取り組みがあるが､こ

のような観点からの授業を行っていくためには､実験室､実験資材などの施設･設

備の問題がある｡これを学部の施設･設備を利用するにしても､人員配置や正規の

授業とどのように折り合いをつけていくかなど､我々の大学で実現していくために

は乗り越えなければならない問題は多いが､このような視点からの新しい試みがこ

れからの留学生指導に求められている一つの姿ではないだろうか｡

2.大学院生指導

この期間において､受講希望者は無い｡

3.大学院入学前予備教育

3.1受講者と指導内容

受講申し出のあったのは､平成15年度前期1名であった｡磁性関係の研究を目的とし

ているということで､主に磁性に関するテクニカル･タームを､日本語とその英語表記の

用語集を作成して行った｡それに加えて､磁性物質研究についての英語論文の翻訳と､そ

の内容の解説をおこなった｡

3.2　参考資料について

磁性関係の用語及び論文を読むにあたって利用した資料は､固体物理学及び磁性体の物
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理学の専門書である(参考文献Ⅱ)0

4.日韓理工系交換留学生指導

4.1対象学生

平成15年度は､工学部機械工学科-日韓理工系交換留学生1名が16年4月入学の予定

で､ 15年10月より予備教育に来日してきた｡

4.2　指導内容

この過程における教育内容は､学部入学前の学部基礎教育-の準備とするもので､日本

における高等学校終了程度の物理と数学の内容理解のための日本語教育である｡

主として読解､特に漢字習得を目途に置いて､岩手県内で用いられている標準的な物理

ⅡBの教科書をテキストとして指導した｡

取り上げた内容は､

(1)運動学;空間と時間､ベクトルの概念､速度､加速度､重力加速度と地上での物体

の運動､等加速度運動における運動状態を表す諸量(速度､加速度､時刻､位置等)

の間の関係式

(2)力学;力の概念､質量と重量､弾性力､力学平衡､抗力の概念､ニュートンの運動

の法則､運動方程式

(3)熱と分子運動;熱力学の基本原理としての熱平衡と温度の概念､熱の作用と状態変

化､状態方程式

最初の進度は､一時間の授業で1 -2ページ程度であったが､物理的な内容が簡単なこ

ともあり､また､実験･観察に関する記載内容も豊富であったことから概念習得が比較的

に容易であったとみられ､半年後は5-6ページ/時間　の読解が可能となり､かなり

の進展が見られた｡

物理の教科書というように､特定の分野に限定された文章の学習では使用されている用

語の再出頻度が高いので､漢字は勿論言い回しなどの習得も容易になる｡今後のあり方の

参考になろう｡

授業期間は､平成15年10月16日～平成16年2月12日(計13回､ 19.5時間)0

5.課外指導

平成14年度において､学業不振のために4年次の卒業研究に至らなかった留学生は最

終的に2名であった｡個別対応するための呼出に応じた学生は1名で､所属学科の指導担

当教官との連絡を緊密に行う事で､平成16年4月から4年次の正規のカリキュラムを受

けるに至った｡

この2名の学生が学業不振の原因は､日本語の能力が低いため､専門教科において基礎
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学力不足と判定･評価されたことであるが､個別の面談と指導及び学莱(物理学実験の指

導)成績の状況から判断するならば､日本語の能力ではなく本人の勉学-の取り組みに意

欲が見られないことが最大の問題であると見受けられた｡

呼出に応じた1名について､入学して初年度の出席状況は普通であったが､ 2-3年次

の出席状況が悪く､この期間に日本語の読み書き能力の低下があったように見受けられ､

本人もそのことを認めていたので専門の教科書の読解指導を数回行った｡また､カリキュ

ラムの組み方の相談にも応じ､ある程度の進展がみられ､上述のように16年度の4年次

進級が認められるに至った｡他の1名は呼出にも応じないため､詳細は不明である｡

参考文献Ⅰ

辞　典:理化学辞典(岩波書店)､物理学辞典(培風館)､科学大辞典(丸善)､理科年表(丸

善)､応用物理実験-ンドブック(オーム社)､半導体用語辞典(工学図書)､絵で

わかる半導体とIC(日本実業出版社)､機械を説明する英語(工業調査会)､数学

ハンドブック(朝倉書店)､学術用語集物理学編(文部省)､科学技術論文､報告

書その他の文書に必要な英語文型･文例辞典(小倉書店)､

単行本:霜田光一､桜井捷海共著『ェレクトロニクスの基礎』 (物理学選書1)､ 『応用エ

レクトロニクス』 (物理学選書17) (裳華房)､

アインシュタイン&インフェルト共著『物理学は如何に創られたか』 (岩波書店)

朝永振一郎著『物理学とはなんだろうか』 (岩波書店)

参考文献Ⅱ

単行本: C.Kittel, Introduction to Solid State Physics.(WIIJEY - MARUZEN)

F,Seitz, The Modern Theory of Solids.(McGRAW-HILL - KOGAKUSHA)

近角聴信著『強磁性体の物理』上､下(裳華房)

近角他､共著『物質の磁気的性質』 (朝倉書店)

安達健五著『化合物磁性』局在スピン系及び遍歴電子系(裳華房)

論　文: M.R.Govindaraju, etal.,

Nondestructive evaluation of creep damage in powerplant stream generators

and piplng by magnetic measurements.

NDT & E international, vol. 30, No.1, pp. ll-17, 1997.
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留学生と地域交流

岡崎正道(岩手大学国際交流センター)

留学生センター設立以前から､岩手大学の留学生たちは地域のさまざまな交流活動に積

極的に関わってきた｡県や市の国際交流協会が主催する各種行事､県内の小中学校等に招

かれて生徒たちと交わる交流会､諸団体が計画して実施する各種イベント-の参加､その

他数え上げればきりがないくらいである｡

それらの中から､特にユニークと思われる活動の内容を､関係する団体の紹介も交えな

がら述べてみたい｡

1.地球市民の会

1 9 9 5年に結成された｢地球市民の会｣は､盛岡市内に在住の留学生を中心とする市

民レベルでの"ふだん着の交流"､ ｢岩手を第二の故郷にしてもらえるようにしたい｣とい

う願いをこめた活動を､様々な形で行なっている｡

恒例の行事としては､ 1月に市内のお寺で｢新春餅つき大会｣､ 4月に市内の桜の名所で

ある高松の池で｢花見｣ (これは近くの寺院や神社の見学を含めたハイキングとセットで行

なう)､夏か秋にはキャンプかもしくは盛岡周辺遊覧のバスツアー(自然鑑賞や名所旧跡の

探訪)を実施｡また不定期の催しとしては､不用品バザーなども行なっている｡

これらの行事に参加することにより､留学生は日本の文化や伝統にふれるとともに､日

頃なかなか接する機会のない大学外の人々との出会いを経験することができる｡

2.日本語交流室｢じょい｣

1 9 9 8年に発足したこのボランティア団体は､ ｢外国から来た人たちのために言葉や生

活を支援する｣ (大畑佳代子代表)目的として､岩手大学の近くの公民館で､約4 0人のス

タッフが百人近い外国人(留学生だけでなく､その家族や盛岡在住の外国人)を対象に､

毎週定例の日本語講座を開いている｡スタッフは市内の主婦が中心だが､各自役割を分担

し､行事の企画や会報の発行なども行なう｡ ｢教えるためには､自分たちも正しい日本語を

知らなければ｣と勉強会も行なっている｡

毎年1 2月､生徒や家族など約二百人が参加して賑やかに音楽や劇を披露する｢じょい

フェスティバル｣は､年末の恒例行事となった｡大畑代表は｢盛岡でこれほど大勢の外国

人が一堂に会する機会は､ほかにないのでは｣と言う｡

岩手大学の留学生及びその家族がこの団体から受けた恩恵は､実に計り知れないものが

ある｡
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3.留学生支援団体AVIS (アヴィー)

2 0 0 3年秋､新たな団体として旗揚げ｡ ｢岩手大学と留学生間の相談窓口と情報提供｣

を目的に掲げ､月例のティーサロンやホームビジット､歓迎パーティ､餅つきや百人一首､

ひな祭りなどの伝統行事､祭りの見学等々､多彩な活動を展開している｡

4.小中学校での交流会

小中学校の時間割の中に｢総合学習｣の時間が設けられるなど､教育の改革が進められ

るのに伴い､国際交流･国際理解教育と銘うった様々な取り組みが学校現場で模索されて

いるが､この方面において外国人留学生が協力できることは少なくない｡盛岡市内はもと

より､近隣の市町村からも､ ｢学校の行事に留学生の参加をお願いしたい｣という要請は､

年をおうごとに多くなってきている｡

そうした要請を受けて､これまでに岩手大学の留学生が赴いた学校は数多くあるが､中

でも注目すべきは､盛岡市立北松園中学校との交流である｡

1 9 96年に新設校として誕生したこの中学校は､開校直後から､生徒･父母･教師の

三者の連携･協議によって学校のシステム作りや運営を図るという､全国的にも珍しい方

式を模索､様々な波乱を経つつもその実践に努めてきた｡ ｢生徒の個性と創造性を最大限尊

重する｣という基本方針のもと､校則を一切定めないなどのユニークな試みが注目を集め､

マスコミを通じて全国に紹介された｡

この中学校で開校初年度から､岩手大学の留学生を招いての交流会が定期的に開催され､

新聞やテレビでも報道されている｡参加留学生の数は最初は1 0人程度だったが､年々増

加し､ 200 3年度は5 5人という多人数が同校を訪れた｡岩手大学の全留学生の､実に

3分の2が参加したわけである｡

交流会は1日だけの単発行事ではあるが､学習･遊び･討論･スポーツ･異文化紹介等

が組み合わさった､かなり充実した内容となっている｡感化･啓発を受ける生徒も､決し

て少なくないと思われる｡

北松園中学校ほどではないが､他の中学校や小学校でも留学生を招いてのイベントを､

いろいろ工夫を凝らしながら実施している｡毎年5-1 0校からの要請があり､今後ます

ます増えていくことが予想される｡

5.岩手県立社陵高等学校の特別講座

杜陵高校はかつては勤労学生が学ぶ定時制の学校だったが､現在は全日制普通科の高等

学校となっている｡それでも｢単位制｣という大学に類似したシステムをとり､中学時代

に不登校を経験した生徒や他の高校を中途退学した生徒を大勢受け入れるなど､特色ある

教育を実践している｡

この杜陵高校で1 9 9 3年度から､岩手大学の留学生や海外経験の豊富な日本人を講師

として招請し授業を担当させる､ ｢外国事情｣ ｢国際奉仕基礎｣という特別講座が開講され
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ている｡岩手大学の留学生は､毎年4-6人出講している｡彼らは1人が週1コマずつ8

-1 0コマを受け持ち､ 20-40人の生徒を相手の授業を行なう｡その内容は講義形式

ばかりでなく､生徒と教師が一緒に作業をしたり､民族音楽の鑑賞や外国料理の教室とい

った特色のあるものとなっている｡

これは単発的に行なわれる学校行事ではなく､教育委員会の認証も得て実施される､あ

くまで正規の科目である｡全国的にもあまり例がないと思われるこの教育実践は､スター

ト当初新聞等で広く全国に紹介され､ 1 9 9 6年には国際教育交流馬場財団の第7回馬場

賞を受賞した｡

6.その他の地域交流

これらのほかにも岩手には様々な交流団体が存在し､特色ある活動を繰り広げている｡

留学生もそれらの諸活動に参加することによって､自らの見聞を広め､かつ地域の国際交

流に貢献している｡

パイロットクラブという国際女性団体の主催する､脳障害者支援のための｢パイロット

ウオーク｣が全世界一斉に行なわれたことがあったが､岩手大学からも3年連続で留学生

数名がこれに参加した｡

これまた国際女性団体である国際ソロプチミスト盛岡が岩手県内の高校生を集めて行な

う､ ｢ユース･フォーラム｣という討論会に､ 2003年岩手大学の留学生も初めて加わり､

｢あなたにとって一番大切なことは何ですか?｣というテーマで､活発なディスカッショ

ンを交わした｡

2003年より始まったJABAS-実学の森､いわて発世界の結いづくり事業-は､

西沢潤一岩手県立大学長･張富士夫トヨタ自動車社長･増田寛也岩手県知事･片山善博鳥

取県知事など､著名人が多数出席した大がかりな行事であったが､岩手大学の留学生も約

2 0名が参加､大変意義深い交流を体験した｡

2003年5月､中国の新彊･ウイグル地方出身の留学生が中心となって､ ｢シルクロー

ド音楽会｣を開催した｡同年2月のウイグル大地震の被災者支援チャリティも兼ねたこの

企画は､市民･学生など多数の参加で大成功を収めた｡

これ以外にも留学生と地域の交流の実践例は､数え切れないほどたくさんある｡留学生

と日本人市民が､民族･国籍･言語･宗教･文化などの差異を超えた｢地球市民｣として

の一体感を抱いて交流を積み重ねていくならば､たとえその一つ一つは微小な試みであっ

ても､やがてはきっと大輪の花となっていくに違いない｡その可能性を信じながら､これ

からも様々な取り組みを続けていきたいと思う｡
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国際理解教育による地域貢献の試み

尾中夏美(岩手大学国際交流センター)

1.はじめに

2002年度より総合的な学習が小､中学校で本格的に実施されることになった｡福

祉､環境､地域活動などと共に国際理解が選択肢の中に入った｡しかし､何をすれ

ば｢国際理解が深まった｣ことになるのか｡画一化を避けるためマニュアルになる

ものは明示されない｡先進例などを参考にしながら現場教師は文字通り手探り状態

でのスタートを切った｡

ちょうど小学校での英語活動が盛んになりつつある時期でもあったため､国際理

解教育を英会話教育に振り替えてしまう学校もあった｡また､国際交流は英語で行

うものだという固定観念や､教員自身が欧米系の外国人との交流を好む欧米偏重傾

向も見られた｡しかし､実際に身の回りで触れ合う外国人にはアジア系が多く､英

会話だけに突っ走ることが事実上難しかったことが功を奏して多様な文化に目を向

けられるようになった｡地域の国際交流協会や市民団体がさまざまな事業を企画し

て県民の国際理解を深めるのに大きな役割を果たしていると言えよう0

このような背景で､岩手大学にはまとまった数の留学生がいるということから地

域の国際交流協会や市民団体､学校などから留学生個人や､大学に対して事業-の

協力依頼が入ってくるようになった｡

2.岩手大学が提供する人材の特徴

地域社会に異文化の人材を提供する岩手大学の留学生の特徴についてここで述べ

てみたい｡

2.1豊富なリソース

岩手県内には日本人と結婚した外国出身者や教員などが在住しているが､個人的

な知り合いでないかぎり､その居住先をすべて把握するのは困難である｡また英語

指導助手は英語圏に限られていて代表する国に偏りがある.一方､岩手大学には28

カ国から来日した豊富な人材が-箇所にまとまって所属している｡そのほとんどが

アジア圏からの留学生であり､ほかに南米やアフリカなど日ごろなじみの薄い国々

出身者も若干名いる｡英語圏からの留学生はほとんどいない｡
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2.2　日本語での交流が可能

岩手大学のほとんどの留学生は程度の差はあるものの基本的に日本語での意思疎

通が可能である｡ ｢国際交流は英語ができることが前提｣というこれまでの一般的な

理解から､交流をより身近な存在にしたという点でこれは大変重要な要素といえよ

う｡国際交流活動の裾野が広がりごく一部の｢国際派｣の人々だけのものから普通

の人の日常的な活動の一部にする上で重要な要件である｡

2.3　依頼相手の要望にあった留学生の派遣

岩手大学では留学生センターが留学生の在籍管理や日本語､日本文化理解関連の

指導をする関係上､個別の留学生との接点がもっとも多い｡さまざまな接触の機会

から個人としての特技や関心事などに関する情報を入手できる｡そのような情報は

留学生の派遣依頼があったときに依頼相手の要望にあった留学生を派遣するのに役

立っ｡ ｢料理を教えてほしい｣ ｢遊びを紹介してほしい｣ ｢民族衣装について学びたい｣

など多様な要望が出されるが､そういった要望に的確に応えられる留学生を派遣す

ることが可能なのである｡

2.4　留学生の家族の存在

英語指導助手や国際交流員などは独身者に限られており､任期も最長3年である｡

岩手大学の留学生は1年以内の短期学生から､学部､大学院と5年以上の長い留学

期間を過ごす留学生もおり､大学院生の場合家族同伴者が何組もいる｡そのような

場合家族も異文化理解交流に一役買ってくれる｡たとえば､バングラデシュ出身の

留学生の夫人はサリーの着付けを教え､中国ウイグル自治区出身の留学生の夫人は

民族衣装を着て民族の踊りを披露したという事例がある｡

3･岩手大学が支援した学校での国際理解教育プログラムー盛岡市立東松園小学校の

例から一

岩手大学からの小､中､高校対象の留学生派遣は年々数が増加している｡ 2002

年度には小学校12件､中学校1件そして高校1件､ 2003年度は小学校21件､中

学校1件､高校2件であるが､これに留学生が個人的に依頼を受けたもの､教育研

究などの関係で実施したものを含めるとさらに増える｡それらの多くは1回限りの

依頼であり､事前打ち合わせを含めて本学教員が派遣をコーディネートしている｡

また､盛岡市近郊の小学校に関しては､小学校の国際理解教育を支援する市民団体
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が､独自で綿密な事前打ち合わせの後に本学留学生とともに小学校を訪問し､経験

の少ない学校に対してプログラム全体の組み立てにいたるまで支援している｡経験

を積んだ学校でさらに国際交流教育を推進したい学校は自力でのプログラム企画を

試みる｡ここでは､そんな小学校の一例として､盛岡市立東松園小学校の学校とし

ての取り組みについて紹介する｡

3.1経緯

東松園小学校は数回､国際理解教育を支援する市民団体の協力を得ながら国際理

解教室を総合的な学習授業の一環として企画､実施した｡平成13･ 14年度に岩手

県教育委員会より国際理解教育の指定校､平成14年度には盛岡市教育委員会によ

る国際理解教育の指定校となって､独自企画を開始することになった｡支援の要請

を受けて筆者がプログラムの企画と留学生との打ち合わせ､派遣にかかわった｡

留学生を交えた授業を企画する上で､子供の目線での国際理解や国際的な視野を

教科にも取り入れた取り組みに留意してきた｡従って､派遣の前に必ず担当教諭と

留学生との打ち合わせを十分に行い､筆者はその場に同席して適宜助言した｡

3.2　文化理解から教科教育へ

2002年度には東松園小学校は国際理解教育(英会話等)のテーマで学校公開授業

を実施することが決まったので､その授業におけるゲスト･ティーチャー(学校で

はそのように呼ばれていた)を務めることになった岩手大学の一人の留学生がその

準備も含めて3度訪問した｡対象学年が小学校3年生ということもあり､ 1回目､2

回目はバングラデシュの文化について学んだ後に､公開授業の3回目は社会科で昔

の遊びを学習していることからテーマは｢遊び｣ということになった｡バングラデ

シュの遊び｢カナマチ･ボー･ボー｣を教えてもらい､日本の｢福笑い｣と｢だる

まさんがころんだ｣を留学生に説明して一緒に楽しむという､教科と連動した内容

の授業であった｡

2003年度は同校に国際交流授業で10回留学生を派遣している0 5年生は社会科

で稲作を学んでいたことから､稲作について詳しいアジアの留学生を派遣してほし

いという依頼を受けた｡岩手大学には農学部があり､博士課程で米をテーマとした

研究を行っているベトナム出身の留学生がいたので彼が同校を3度訪問し､ベトナ

ムでの稲作や米の品種についての説明を行い､試食をさせ､生徒たちの調べ学習に

ついてのコメントを述べた｡これらは文化の断片的情報提供にとどまらず､個々の

教科の教育内容にしっかりと組み込まれている｡これまで､日常生活を中心とした
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異文化を理解することが国際交流授業のメインテーマだったの､で､これは新しい展

開となったと言えよう｡

3.3　留学生による英語活動の支援

一般的に英会話を指導しようとする場合､とかくネイティブスピーカーにこだわ

ったり､英語の地域的ななまりの有無にこだわったりする傾向が強い｡しかし､実

際に英語が使われる場面では多くの場合英語を母国語としない人同士の意思疎通の

手段として使われている｡英語が国際語と呼ばれている由縁である｡

東松園小学校では2003年度にインドネシア､ミャンマー､フィリピン出身のア

ジアの留学生を英語活動の講師として招き､簡単な調理を､英語を使って指導した｡

派遣依頼を受けた時､派遣する留学生の英語の能力が高いことと､発音が聞き取り

やすいことには留意した｡しかしこの英語活動の意義は､どれだけネイティブスピ

ーカーに近い発音ができるかよりも､英語の多様性と世界各国で英語が意思疎通の

ために使用されているという国際語としての英語を生徒たちが身をもって直接経験

できたことにあるだろう｡

4.学校外プログラム

学校で実施されるプログラム以外にも､公民館などで開催される国際交流事業に

も多くの留学生が参加し､写真やさまざまな生活用品､民芸品などを見せながら文

化紹介をしたり､簡単な挨拶やゲームを通して親しみがもてるように工夫を凝らし

た内容を企画したりしている｡また県内の国際交流協会などで実施される大人対象

の国際理解講座などの講師としてもレギュラー参加している留学生もいる｡

料理は国際理解活動の中でもっとも人気があり､誰でも参加しやすい活動である｡

中国の鮫子作りをはじめ､学校や地域活動の一環として留学生が料理交流の講師を

務めている｡児童対象の料理交流プログラムを市民団体が企画し､ 2003年夏にマレ

ーシアの留学生2名とミャンマーの留学生1名が小学生20名を対象にそれぞれの

国のお菓子作りを指導した｡

5.地域貢献の効果

本稿に述べたような活動を通して､年間のべ1000人以上の児童生徒と大人が本

学の留学生を通して異文化と触れ合っていることになる｡このような異文化との出

会いのあった子供たちは､家庭でも感動や驚き､発見などを家族と共有することが

推測されるので､波及効果も含めるとさらに多くの人々が直接､間接的に国際理解
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を深めたことになる｡

年に一度定期的に開催されているひとつの中学校での留学生交流事業では､異文

化理解にとどまらず人生観を語り合うという内容の交流が行われた｡｢今が楽しけれ

ばいい｣といった意見が目立っ中学生に対して｢自分の子供たちの将来のために頑

張るというのもいいのではないか｣と熱く語る留学生たちの言葉は､中学生たちの

心にどんなふうに響いただろうか｡日本にいるだけではなかなか理解できない日本

社会の豊かさの落とし穴を感じる瞬間だったのではないかと思う｡

このように多様な地域貢献を継続することによって少しずつ世界的視野で物事を

考える人が増えることと､異文化や異なる価値観を持つ人々-の偏見が無くなって

いくことが期待される｡

6.今後の課題

留学生の派遣依頼が今後ますます増加することが見込まれるが､単なる機械的な

｢留学生派遣窓口｣とならないために､積極的に教育的な働きかけを行っていきた

いと考えている｡以下にその主な項目を列記する｡

6.1留学生派遣のガイドラインの策定

留学生の派遣を依頼する依頼主が必ずしも活動目的や手法についてしっかりと計

画を立てているとは限らない｡｢国際理解教育は留学生をゲストにしてまかせてしま

えばなんとか格好がつく｣という丸投げの姿勢が伺える場合が少なくない｡ ｢今週の

金曜日に10人の留学生をお願いします｣といった出前注文的な依頼を受けること

があるが､こういった依頼はその典型と言えよう｡このような事業では派遣された

留学生にも不満が残る残念な結果を招くことになる｡良いプログラムを作るにはそ

れなりの準備期間と事前打ち合わせが必要である｡また､依頼を受けた学校が徒歩

や自転車で行ける距離でない場合には､留学生-の交通費や若干の謝金の支給が望

ましい場合があるが､これまではこういった面であまり積極的な対応を行ってきた

とは言えない｡そこで､今後は留学生派遣のガイドラインを策定し､その中で留学

生派遣を依頼する側に対して全体の企画をしっかりとたて､時間配分やどのような

成果をめざすのかなどを意識的に行うよう教育的指導を行っていきたい｡

6.2　一過性イベントからの脱却

国際交流授業をほかの授業とは脈絡のない｢イベント｣としてしか捕らえていな

い傾向がある｡前述の小学校の例にあるように､授業の流れの中に組み込まれてこ
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そ教育としての価値が最大限に生かされる｡国際理解教育の授業が単なる一過性イ

ベント化しないように､さまざまな助言を行っていく必要がある｡

7.さいごに

総合的な学習の一環として国際理解教育を実施するのは時代の趨勢となっている｡

しかし､その組み立てはまだ確立されておらず､試行錯誤しているのが現状である｡

今後ホームページなどで留学生派遣を依頼する学校や団体に向けての企画全般に関

する助言を提示し､綿密な事前打ち合わせができる態勢を作っていきたいと思う｡

昨今外国人による犯罪増加が懸念され､あたかも事実を裏付けるようなマスコミ

報道が増えている｡そのような報道により外国人全般に対する偏見が助長されては

ならない｡また､最近のギクシヤクした国際情勢を見るにつけ､個人個人がグロー

バルな視点で国家間のやりとりを理解しようとする姿勢がよりいっそう求められる

だろう｡岩手県民がこういった公正でグローバルな視点を持つ基礎に､岩手大学の

留学生センターは重要な役割を担ってきたと言えよう｡
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日本語特別コース

1.日本語特別コースの目的

外国人留学生､外国人研究員とその家族が､円滑な日常生活および研究生活を送るため

の日本語習得支援を行う目的で､日本語特別コースを実施する｡

2.実施状況

(彰平成14年度後期

クラス 倬隴B�担当 

初級Ⅰ総合 佇纈����S偵���尾中夏美 

初級Ⅱ総合 ��S2紿ｾ�r繧�松林和美 

中級Ⅰ読解 佇縒繧�大畑佳代子 

中級Ⅰ会話 仞�R綯�大畑佳代子 

中級Ⅱ読解 ��2紕�大高久枝 

中級Ⅱ会話 佇纈����松岡洋子 

中上級文法 �絣綯�松岡洋子 

②平成15年度前期

クラス 倬隴B�担当 

初級Ⅰ総合 偖y(hﾗXｶ�スﾈ���xﾈ竰�松岡洋子 大畑佳代子 

初級Ⅱ総合 �絣ﾓ盈コﾓ��山屋頼子 

初級Ⅲ漢字 佇絣綯�小笠洋光 

中級Ⅰ総合 佇纈����尾中夏美 
木3.4 傴ﾈ圸vﾘ���

中級Ⅰ会話 ��SR綯�尾中夏美 

中級Ⅰ読解 佇�2紕�岡崎正道 

中級Ⅰ作文 ��Sr繧�岡崎正道 

中級Ⅱ総合 佇縒繧�岡崎正道 
水5.6 傴ﾈ圸vﾘ���

中級Ⅱ読解 ��Sr繧�橋本学 

中級Ⅱ作文 冦コ綯�中村ちどり 

理系日本語 冦ビﾓ���小笠原洋光 

上級A会話 佇縒繧�松岡洋子 

上級B読解 ��S偵���岡崎正道 

上級C作文 仞�2紕�菊地悟 
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③平成15年度後期

クラス 倬隴B�担当 

初級Ⅰサバイバル ���ﾓB�坂本淳子 水1-4 傅ﾉnﾈ鮑��

木1-4 ��YJ���8���

初級Ⅲ総合 ���ﾓB�小野寺淑 木1-4 傅ﾉnﾈ鮑��

金1-4 ��YJ���8���

初級Ⅲ漢字 佇絣�ｾ�R�小笠洋光 

中級Ⅰ総合 佇縒ﾓ���尾中夏美 
木5-8 傴ﾈ圸vﾘ���

中級Ⅰ会話 ��S2紕�尾中夏美 

中級Ⅰ読解 佇�2紕�岡崎正道 

中級Ⅰ作文 ��Sr繧�岡崎正道 

中級Ⅰ漢字 佇�2�m�2�尾中夏美 

中級Ⅱ総合 佇絣綯��SR綯�松岡洋子 

中級Ⅱ読解 ��Sr繧�橋本学 

中級Ⅱ作文 冦コ綯�中村ちどり 

理系日本語 冦ビﾓ���小笠原洋光 

中上級文法 冦�2紕�菊田紀郎 

上級D会話 佇縒繧�松岡洋子 

上級E読解 ��S偵���岡崎正道 

上級F作文 仞�2紕�大野暴男 

*　中級Ⅱ読解､中上級文法は人文社会科学部教員､上級作文は教育学部教員が担当

*　上級会話､読解､作文は全学共通教育外国語科目と同時開講

(文責:松岡洋子)
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日本語研修コース

1.コースの目的

日本語研修コースは､大学院入学前の日本語予備教育プログラムであり､ 1学期間の日本

語集中コースとして開講されている｡受講対象となる学生は､岩手大学と近隣の大学の大

学院-進学する予定の留学生(大使館推薦の国費研究留学生および教員研修留学生)であ

るが､センターの許可を得た場合は他の留学生も受講することができる｡毎年4月と10月

に開講され､日常生活と研究に必要な日本語の基礎を学ぶ｡

岩手大学留学生センターでは､平成14年後期から毎学期､研修コースを開講した｡

2.実施概要

2.1平成14年後期

(1)受講生

受講生は計8名で､内訳は大使館推薦国費研究留学生2名､教員研修留学生4名､大学

推薦国費研究留学生2名である｡

身分 僭ｩ���b�性別 俛����生年 

大使館推薦国費研究留学生 舒(詹�Xｧxﾔ逢xﾊHｸh怩�男 �7ﾘ6h*ｨ5�4ｨ8ｲ�1975 

大使館推薦国費研究留学生 舒(詹�Xｧy�ﾉ[h��檍怦ｧyYB�女 �7�88987ﾘ�ｲ�1974 

教員研修留学生 舒(詹�Xｧxｻ8支ｧyYB�男 �(hﾙ��1973 

教員研修留学生 舒(詹�Xｧxｻ8支ｧyYB�男 度488ｨ7892�1973 

教員研修留学生 舒(詹�Xｧxｻ8支ｧyYB�男 �48986�6ﾈ5h4��1973 

教員研修留学生 做�69�Xｧxｻ8孜[h嶌ｧyYB�女 �6��ｸ6X4�.(4�42�1971 

大学推薦国費研究留学生 舒(詹�Xｧy��ﾘyE�xﾊHｸh怩�男 �6ﾈ6��ｨ耳8ｲ�1968 

大学推薦国費研究留学生 舒(詹�XｧyE�xﾊHｸh怩�男 �(hﾙ��1976 

(2)授業日程

第1週(10月1日～) 学生受け入れ
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第2週(10月8日～)

第3週(10月15日～)

第4週(10月21日～)

12月24日～1月10日

1月9日～1月11日

第15週(1月31日)

第16週(2月7日)

3月14日

(3)週間時間割

開講式､ひらがなクラス開始

基礎日本語クラスとカタカナクラス開始

漢字クラス開始

冬休み

スキー研修

修了テスト

修了発表会

修了式

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) 舒��)?ｩgｸﾎ｢�基礎日本語 舒��)?ｩgｸﾎ｢�基礎日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅱ(10:30-12:00) 舒��)?ｩgｸﾎ｢�基礎日本語 舒��)?ｩgｸﾎ｢�基礎日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) �*�,りｫ�｢�かな.漢字 �*�,りｫ�｢�かな.漢字 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅳ(14:45-16:15) 侘)¥ｨ轌;��個別指導 �5(98788X�ｸ5�� ��

(4)授業担当者

基礎日本語

総合日本語

かな:

漢字:

コンピュータ:

個別指導:

センター長講義:

松岡洋子､中村ちどり(留学生センター専任教員)

尾中夏美(留学生センター専任教員)

岡崎正道､松岡洋子､尾中夏美､中村ちどり(留学生センタ

ー専任教員)

大高久枝､松林和美(留学生センター謝金講師)

小笠原洋光(留学生センター専任教員)

尾中夏美､中村ちどり(留学生センター専任教員)

岡田仁(留学生センター長)

2.2平成15年前期

(1)受講生

受講生は計5名で､内訳は大使館推薦国費研究留学生5名､そのうち2名が秋田大学と

北里大学に配属の学生である｡
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身分 僭ｩ���b�性別 俛����生年 

大使館推薦国費研究留学生 舒(詹�XｧyE�xﾊHｸh怩�男 �7H4(8ｨ7892�1968 

大使館推薦国費研究留学生 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYH�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩�男 �4�8ｸ5ｸ986X4892�1979 

大使館推薦国費研究留学生 舒(詹�XｧyE�yYB�女 �5X987(4��1968 

大使館推薦国費研究留学生 做�69�Xｧxﾔ逢x��ﾋ�逢xﾊHｸh怩�男 �7�88987ﾘ�ｲ�1968 

大使館推薦国費研究留学生 冉ｹz)�Xｧy�X蝌ｧxﾊHｸh怩�男 �7X8�5x8ｲ�1979 

(2)授業日程

4月11日～16日

4月17日

4月18日

4月28日

7月18日

7月22日～24日

7月25日

7月28日～8月25日

8月26日～9月19日

9月8日～9月10日

9月22日

(3)週間時間割

ひらがなweek

開講式

総合/かたかなクラス開始

漢字クラス開始

修了テスト

スピーチ練習

修了発表会

夏休み

補習授業

留学生見学旅行

修了式

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘr�総合 兀ﾈ��総合 ��ﾘﾘr�

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘr�総合 兀ﾈ��総合 ��ﾘﾘr�

Ⅲ(13:00-14:30) �*�,りｫ�｢�かな.漢字 �5(98788X�ｸ5��かな.漢字 �*�,りｫ�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) �� 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間
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(4)授業担当者

総合日本語:

復習:

ひらがな:

漢字:

コンピュータ:

日本事情:

個別指導:

センター長講義:

大高久枝､松林和美､坂本淳子(留学生センター非常勤講師)

中村ちどり(留学生センター専任教員)

岡崎正道､松岡洋子､尾中夏美､中村ちどり(留学生センタ

ー専任教員)

大高久枝､松林和美(留学生センター非常勤講師)

小笠原洋光(留学生センター専任教員)

尾中夏美(留学生センター専任教員)

中村ちどり(留学生センター専任教員)

岡田仁(留学生センター長)

2.3平成15年後期

(1)受講生

受講生は計6名で4名が教員研修留学生(2名が秋田大学配属)､ 2名が大学推薦国費研究

留学生である｡このうち2名の大学推薦国費研究留学生は､定員に余裕があったため学内

公募を行って受講を認めた者であるが､授業開始後に専門研究との両立が難しくなり受講

を取りやめた｡

身分 僭ｩ���b�性別 俛����生年 

教員研修留学生 舒(詹�Xｧxｻ8支ｧyYB�女 �48986�6ﾈ5h4��1969 

教員研修留学生 舒(詹�Xｧxｻ8支ｧyYB�女 �8�4ﾈ5h5"�1974 

教員研修留学生 做�69�Xｧxｻ8孜[h嶌ｧyYB�女 �7�6x6�8��1976 

教員研修留学生 做�69�Xｧxｻ8孜[h嶌ｧyYB�女 �7��ﾈ8ﾂﾒ�1972 

大学推薦国費研究留学生 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYB�男 �6�984�8�6h5h8R�1975 

大学推薦国費研究留学生 舒(詹�XｧyE�yYB�男 �6�984�8�6h5h8R�1975 

(2)授業日程

10月14日 開講式､オリエンテーション
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10月15日

12月24日～1月12日

1月8日～10日

2月19日

2月20日

3月10日～17日

3月15日

授業開始

冬休み

スキー研修

授業修了

修了発表会

補習授業(Aクラス)

修了式

(3)週間時間割

受講生の日本語レベルが3つに分かれたため､ 3クラスの開講となった｡ BクラスとCク

ラスの授業は､留学生センターの他の日本語授業(日本語特別コース･日韓共同理工系学

部留学生プログラム)の授業との共同開催である｡

①Aクラス(入門～初級終了まで)

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘr�総合 �<x��鞐ﾉ[b�総合 ��ﾘﾘr�

Ⅱ(10ニ30-12:00) ��ﾘﾘr�総合 ��総合 ��ﾘﾘr�

Ⅲ(13:00-14:30) �*�,りｫ�｢�かな.漢字 �5(98788X�ｸ5��かな.漢字 �*�,りｫ�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

②Bクラス(初級後半～中級前半まで)

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) 俶��ﾈｪiIR�初縁索廃車 ��秘線耳=*車 �5驂9zi�ﾈﾊ��

Ⅱ(10:30-12:00) ��泰疎密線番 �<x��鞐ﾉ[b�薮鍵嫁搬食 冰ｩfx皷8ﾉ���

Ⅲ(13:00-14:30) �*�,りｫ�｢�かな.漢字 �5(98788X�ｸ5��かな.漢字 �*�,りｫ�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 ��個別指導 ��

されたクラスは､日本語特別コースとの共同開催

③Cクラス(初級終了～中級前半終了まで)

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(8:40-10:10) ��匝垂三重頭 �� ��
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Ⅱ(10:30-12:00) �(hｸ偖ﾈｫ�｢�中線華麗解 �(hｸ�H檠�"�中級lI漢字 ��掩ｩ��ｮb�

Ⅲ(13:00-14:30) 傀从�I7��ｸ鬚�ﾌ)¥ｨ轌;�� �5(98788X�ｸ5��中級-■蓬総身 俎H慄��ｫ�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) �(hｸ偖ﾉ�ﾈﾘr�日本事情 �(h��俥ﾉ[b�中級十総合 ��

V(16:30-18:00) 鐙鋹�ﾈﾅﾉ<���� �� ��

※　漢字クラスは45分授業｡

プログラムの授業

ま日本語特別コースの授業､ [=コは日韓理工系留学生

(4)授業担当者(研修コース開講分のみ)

総合日本語:

読解･作文:

かな･漢字:

コンピュータ:

日本事情:

個別指導:

大高久枝､松林和美､坂本淳子(留学生センター非常勤講師)

中村ちどり(留学生センター専任教員)

大高久枝､松林和美(留学生センター非常勤講師)

小笠原洋光(留学生センター専任教員)

尾中夏美(留学生センター専任教員)

中村ちどり(留学生センター専任教員)

(文責:中村ちどり)
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全学共通教育科目(日本語)

センター設立以前は､フランス語･ドイツ語など他の言語と同様の｢初修｣外国語と位

置づけられ､日本語能力試験1級レベル(でなければ､そもそも入試で合格できない)の

外国人留学生(各学部の1年生)に対し､建前としては初級(イロハ)の日本語を必修受

講させるという､まことに不合理にして奇妙きてれつな慣習が長年続いてきていたが､セ

ンターの発足に伴いこの不可思議な慣習を撤廃し､入学時点で既に相当レベルの日本語能

力を有している1年次の留学生の実情に適合した｢上級日本語｣を選択で履修させる､合

理的な規則に改変した｡

｢上級日本語｣の授業は週3回設けられ､会話(口頭表現技能) ･作文(論文作成) ･読

解の指導が3人の教員によって行なわれている｡受講者は単位取得希望の留学生のほか､

高度な日本語力を磨きたいと望む学生やその家族も参加し､ ｢日本語特別コース｣の上級編

も兼ねる授業となっている｡

｢読解｣の具体的な内容としては､次のようなものを多く取り上げている｡

(1)日本の歴史と文化(2)現代日本の政治と経済(3)日本の諸習慣と日本人の意識(4)

日本および最近の出来事

(文責:岡崎正道)
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全学共通教育科目(日本事情)

この科目は､留学生を対象とした全学共通教育科目(人間と文化;選択科目)に位置付

けられている教科で､日本文化に関する知識の修得と日本の現代文化-の理解を深めるこ

とを目的とし､平成15年度より開始された｡なお､この科目は､理系(担当;小笠原)と文

系(担当;岡崎)との2コースに分かれて開講されている｡

1.理系

日本の大学制度の変遷と科学技術導入の歴史､その社会的背景について参考文献を基に

調べ､現在日本が進めている大学の法人化と産官学協力､即ち産業振興と大学教育との関

わりに目を向け､科学教育がもたらす社会･文化-の影響を考える｡

1.1概要

江戸時代末期から明治にかけて導入された日本の近代製鉄､重機械産業と大学･高等専

門学校などの学校制度の設立と変遷を科学史等の資料に基づいて社会史の流れの中で捉え

て学び､その上で最近の工業技術に関する話題､産官学連携に関する新聞記事､及び自然

科学者の著作物等を資料としてその読解を中心に､講義､討論を行う｡

このような授業の中から受講生自ら問題を設定し､考えそれに答えるレポートを書くこ

とで､内容理解を深め､作文能力の向上を図った｡

授業は次の3項目の順序で進めた｡

1)産業の近代化と大学制度

2)現代産業のベースとなった1950年代からの日本の産業のトピックス

3)現在の産業界の話題と大学の役割

1.2　受講生

平成15年度前期:中国からの留学生3名で､文系､理系混在である｡

平成15年度後期:中国から3名､ロシアから2名で文系､理系混在である｡

2.3授業

平成15年度前期:この期間の学生は中国人で､日本語の読みと内容の理解力は漢字の

訓読や日本語特有の言い回しをべつにすれば､ほぼ満足できる状況にあり､用意した資料

の輪読は､困難なく進めることが出来た｡この輪読では､学生が一通り読んだ後､各段落

毎に簡単にその内容をまとめて説明する､という仕方で行った｡こうすることで､学生自
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身何を読み取るべきかを考え､その内容を自分のものとして行くことが出来たという満足

感が得られたようである｡

授業で取り上げた内容について､その項目を以下に記す｡

1)日本における近代科学の成立

2)日本の近代技術(製鉄)

3)自動車産業(トヨタのエンジン･ -シボレー)

4)電子顕微鏡の開発

5)鉄道と新幹線､中国新幹線

6)電卓開発

7)新聞に見る日本の産業- ･水素をエネルギー

8)日本の産業構造と市場システム(産業組織論､岩手の産業)

9)日本から見た中国事情;中国関連産業

10)リサイクル･ビジネス;産業廃棄物処理と科学技術

平成15年度後期:この期間の学生は中国､ロシアの2カ国からの留学生で､中国から

の学生は日本語の読みと内容の理解力は漢字の訓読や日本語特有の言い回しをべつにすれ

ば､ほぼ満足できるが､ロシアからの学生は用意した資料の輪読を､中国の学生と同じレ

ベルで進めることには困難があった｡それ故､ここでの輪読資料にはルビを振った原稿を

用意することが必要であった｡こうすることによって､多少変則的(言い回しや内容の難

しい所は中国の学生に回して)であったが､順調に資料の輪読を進めることが出来た｡

後期の授業で取り上げた内容について､その項目を以下に記す｡

1)日本における近代科学の成立

2)日本の近代技術(製鉄)

3)韮山反射炉の話と熱伝達

4)工作機械と鉄鋼業

5)技術者養成機関としての大学(東京大学)

6)　日本の鉄道､新幹線

7)日本のノーベル賞受賞- ･島津製作所と田中耕一氏､カミオカンデと小柴昌俊氏

8)中国新幹線

9)京セラとNEC

10)産学官連携;東京大学- ･経営､工学､環境､東大120周年記念行事の意味

1.4　評価

平成15年度前期:日常的な評価は､輪読及び内容の議論のなかで判断することが出

来たが､全体の理解と文章表現力を見るために､レポートを課した｡
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テーマは､

(i)講義全体を通じての感想文(自国[中国]の歴史的状況を対比しての) (2名)

(ii)新幹線の歴史(1名)

となっており､このクラスの成績は､ほぼ満足のいくものであった｡

平成15年度後期:受講生が､学部生と日本語･日本文化研修生ということもあり､出席

状況が思わしくなく､授業の流れが途絶えがちで充分な内容把握がなされず､結果として､

授業全体として何を考えているかという問題意識が薄れてしまった｡前期と同様日常的な

評価は､輪読及び内容の議論のなかで判断することが出来たが､全体の理解と文章表現力

を見るために､ここでもレポートを課した｡

テーマは､

(i)　日本の大学教育が何を目的として行われてきたのか(2名)

(止)　日本の自動車技術産業について(1名)

(iii)無題(1名)

このクラスの成績は､予想通り､この科目の目標には程遠いものであった｡

前後期を通じて､受講生の人数は3-5名である｡主に中国の学生(文系､理系混在)

で､その他､ロシアから2名程度である｡日本語の能力として上級を予定しての講義であ

り､現在の岩手大学の留学生でこれを修得する能力を有する学生は中国からの学生に限定

される｡したがって､中国以外の国からの学生に対しては､中級クラスの日本語教育が主

な内容となる変則的授業が求められ､指導方法･教材選択が難しい｡

1.5参考資料

この科目の全体構想を伝えるために授業で用いた参考資料のリストを以下に記載する｡

単行本:廉重　徹　　著　『科学の社会史』 (岩波書店)

国立天文台　編　『理科年表』 2002年(丸善)

山口幸夫　　著　『20世紀の理科年表』 (岩波書店)

伊藤正昭　　著　『地域産業論』 (学文社)

前田清志　　編　『技術史教育論』 (玉川大学出版会)

新庄浩二　　編　『産業組織論』 (有斐閣)

馬捌　幸一　著　『日本の近代技術はこうして生まれた』 (玉川大学出版会)

梅樟忠夫　　著　『近代世界における日本文明』 (中央公論社)

新聞記事:日刊工業新聞､　日本工業新聞､　朝日新聞､　読売新聞､　岩手日戟

権上かおる｢東京大学創立120周年記念一一東京大学展｣ (金属vol. 68(1998)90)
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2.文系

外国人留学生が日本で学び､また日常生活を営む上で必要となる日本に関する諸事情､

諸文化事象について講義する｡具体的内容を以下に記す｡

1)日本人の言語表現の特質

2)日本人の精神と日本文化の特性

3)日本の歴史と思想

4)政治･経済･社会･風俗等､現代日本の諸問題

5)その他日本及び日本人に関するあらゆる事柄

受講生について:文系の受講はこの期間対象者がなかった｡

(担当:小笠原洋光､岡崎正道)
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日本語･日本文化研修コース

1.コースの特色

本コースのねらいとするところは､日本語及び日本の諸事情､即ち日本の文化･歴史･

地理･政治･経済･社会･教育等々について､理解を深めさせることにある｡教室内の学

習にとどまらず､様々な体験学習等がふんだんに用意され､楽しみながら学べるのが本学

の特色である｡

2.受講生

2002-03年はロシア人1名､ 2003-04年はロシア･チェコ･中国各1名の

計3名を受け入れた｡

3.指導体制

留学生の専門分野や興味･関心にマッチする専攻の教員が､指導教官を務める｡また日

本語指導や生活･就学上の相談等については､国際交流センターの教員が共同で携わった｡

4.活動内容

周辺の名所･旧跡等を訪ねたり､必要に応じ博物館等の文化施設で研修を行なう｡学内･

学外のイベント等に積極的に参加して､関係者や市民との交流を深める｡花見･バスツア

ー･キャンプ･盆踊り･七夕･クリスマス･餅つき･スキーツアー･ひな祭り等々､季節

ごとの催しが大学及び学外諸団体によって数多く実施され､留学生はこれらを通して日本

文化を実体験することができる｡

5.受講資格･修了要件

このコースを受講することができる学生は､中級レベル以上の日本語力を有し､日本語･

日本文化に関する分野を専攻もしくは学習している者である｡

コースの修了者には修了証を交付､また受講科目については､成績等の条件を満たした

場合単位を与える｡

(文責:岡崎正道)
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日韓共同理工系学部留学プログラム予備教育(平成15年度実施)

1.プログラムの目的

日本､韓国両政府の協定により実施されるプログラムの一環として実施される学部

入学前予備教育である｡半年間の韓国における日本語および専門科目の予備教育を経

て本学予備教育課程に入学し､工学部進学に必要な日本語および専門基礎科目力の習

得を目的とする｡

2.学習者

韓国政府により選抜され､本学に入学を希望する(配置される)学生｡

3.実施実績

平成15年度は当該プログラム4期生が10月に1名来日した｡本学では初めての受

入である｡

留学生センター日本語教育部門での日本語予備教育と同時に､工学部の協力を得て

専門基礎科目教育を実施した｡

①　時間割

時限 佇��刮ﾎ 劔劔�R�木 仞��

1.2 ��� 佇(ﾛ����旨撃 剪� ��

3.4 �� �� �� � �� ��"�漢字 �?ｩgｸﾎ｢�ﾌ)¥ｨ轌;��
瀦葉酸去/-.して妻 �� �� �� ��

5.6 亅�｢�� �� �� �� �5(987(8bﾘ5��総合 亅�｢�

7.8 ��ﾘﾘr�剴坙{事情 劔劔<x�����8������苒ﾙ��揩襍�� 

9.10 劔 劔剪�理系日本語 ��

澤≦喜鷲は工学部提供専門基礎科目 

<教材>総合: 『現代日本語コース中級Ⅰ』 (名古屋大学出版会)

会話: 『なめらか日本語会話』 (アルク)

読解: 『大学･大学院留学生の日本語②読解編』 (アルク)

漢字: 『Basic Kanji book γol.2』 (凡人社)

日本事情:ビデオ､体験学習など

理系日本語:自然科学系基礎日本語

コンピュータ: Word,Excel,Power Point使用法

日本語個別指導:作文､読解力補強

工学TA指導‥ ｢留学生の数学I｣ (東海大学出版会) ｢留学生の物理学｣ (〟)

｢留学生の化学｣ (〟) ｢理工系の日本語コミュニケーション｣ (丸善)
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②主な日程
10月　6日

10月　7日

10月　8日

10月14日

2月19日

2月20日

3月　5日

来日　(仙台空港出迎え)

在留手続き(外国人登録､銀行口座開設等) *チューター付き添い

日本語コース　プレースメントテスト(特別コースと合同)

開講式(大学院入学前予備教育日本語研修コースと合同)

授業終了

修了発表会(大学院入学前予備教育日本語研修コースと合同)

修了式　　(大学院入学前予備教育日本語研修コースと合同)

4.課題

･学部入学のためには来日時の日本語能力がやや不足している｡日本での半年間は

中級後半から上級レベルの研修が必要である｡
･工学部との連携が不可欠である｡今回は受け入れ前に工学部機械科と留学生セン

ターとの協議が行なわれ､研修期間中の教育について協力体制が作られたが､今

後も双方の連携により教育体制を整備することが重要である｡
･対象学生が1名だったため､教育体制が十分に整備されたとは言いがたい｡今後､

他のプログラムとの連携を考慮した上で､中級後半から上級レベルの入学前予備

教育の充実を図りたい｡

(文責:松岡洋子)
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農学部インターンシッププログラム(パデュー大学)

日本語集中講座(平成15年度実施)

1.日　的

岩手大学農学部がアメリカパデュー大学と学部間交流で実施しているインターンシ

ッププログラムにより平成15年5月に5名のパデュー大学学生が来岩した｡本講座

は学生が企業､研究室にインターンシップに入る前に簡単な生活会話を習得させるた

め5日間実施した｡

2.学習者

パデュー大学よりインターンシッププログラムで来日した学生5名.うち､ 3剰ま

日本語末習､ 2名は初級前半レベル修了者｡

3.実施実績

①スケジュール

Schedule 

Date&Time 剴�'��2�

Monday26thMay(9:00-9: �50) 犯WfVﾆ6�6ｲ�

(_10:00-12:00) 劍uFﾗG&�V7F柳�2ﾂ�

EverydayGreeting&UsefulEXpres8ionsNumbers 

(13:00-15:00) 剩6�ﾗ�U7F�"�

Thesday27thMay(9:00-1200) 剳6���ﾆ誥V�F匁v�B�

(13:30-16: 冩o) 之誚ﾆ�6�6�cb�

WedneSday28thMay(9:00-12:00) 剩F�棉免貿R�

(13:00-15:00) 剳F�6ｳ､ﾖ�ｶW薮W(ｴ昧VGVﾆV冶uGv�FR�

Thursday29thMay(9 ���ﾓ�"�oo) ��6ｶ匁vﾆ�6�F柳��

(13 ���ﾓ�R�oo) 彦�6ｳ､�6ｲdf匁B��fV�7G&�ﾆ紋ﾖ�&柳ｶ���

Friday30thMay(9:00-12:00) 剩VﾖW&vV�7杷VVﾆ匁v免ﾂ�

②実施形態
･専任教員1名､謝金講師1名､ ml名で指導に当たった｡

･クラスは初習者と既習者の2つに分けた｡ (既習者はTAが担当)

･教材は特に定めず､生活会話を取り上げ､指導した｡

･午後はボランティアアシスタントを活用し､さまざまな課題を与え活動した｡
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4.課題

･実施が急速決まったために､準備､体制作りが不十分だった｡そのため､学生

が来日後､実際に面接を行い､カリキュラムを立て直す必要が出て十分に対応

できなかった｡
･農学部担当教員との打ち合わせが頻繁に取れ､全体的な運営は順調に進められ

た｡

･送り出し大学側の要望が明確でなく､どの程度指導すればいいのか混乱した｡

事後反省の際､送り出し側はあまり日本語講座を希望していないことが明らか

になった｡しかし､インターンシップを行なう際､日本語がまったくできない

と作業に支障をきたし､また､プログラムの構成も困難となる｡パデュー大学

と岩手大学とで検討が求められる｡
･予算については､留学生センターの経費で行なわれた｡これは､年度当初予定

されていないものだったので､対応に苦慮した｡できるだけ事前に計画を立て

るべきである｡
･学生自身の講座に対する反応は概ね好評であったが､ 5日間でのより有用なカ

リキュラム構築を模索したい｡

(文責:松岡洋子)
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English (af貞一英語による交流

1.立ち上げの背景

日本の大学では英語会話の授業があっても学生の英語はなかなか上達しない｡理由はさ

まざまあるが､ひとつには学んだ英語を実際に使う機会があまりないことがあげられる｡

英語が単に学ぶべき対象から本当にコミュニケーションを図る手段となったときに動機づ

けがなされるし､総合的な英語力ものびる｡

これまで長年盛岡市内で短期研修を実施してきた米国インディアナ州にあるア-ラム大学

のSICEプログラムに対して本学が教室を提供することが可能となったことを機会に､米国

人大学生と岩手大学生との交流の一環としてEnglishCaf6を開催することとした｡

2.実施状況

本事業では､日本語研修をしているSICEプログラムの参加者に英語のみで岩手大学の日

本人や英語圏以外の留学生とさまざまな話題について話し合ってもらうことを主眼とした｡

参加者は5･ 6人程度のグループに分かれて座り､ 1テーブルに1, 2人の米国人学生が着

席した｡自己紹介から始まり､互いの大学生活や授業料のこと､専攻についてなどさまざ

まな話題がとびかっていたo留学生で英語が得意な学生も参加し､ 2002年は約20名､ 2003

年には約30名が参加した｡ EnglishCaf6の名のとおり､この交流会では温かい飲み物とス

ナックが用意され､リラックスした雰囲気でのおしゃべりが特徴である｡

3.関連事業

英語による交流事業の一環として､ SICEプログラム引率教員による英語での専門分野の

特別講義を実施している｡英会話ではなく､英語で新しい知識を学ぶ体験を提供し､英語

能力を実際に使用できる機会としている｡講義の理解を助けるために配布資料に日本語の

訳をつけることにより流れについていきやすいよう配慮をしている｡

(担当:尾中夏美)
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海外の大学との交流･学生派遣

1.留学生センター設立以前の海外の大学との大学間･部局間協定と学生派遣

岩手大学には多くの海外高等教育機関との協定があるが､そのほとんどが共同研究を目

的とした学術交流協定である｡留学生センター設立当時の学生派遣が可能な学生交流協定

が締結されていたのは､大学間協定でロシア1件､中国1件で､部局間協定では中国2件､

米国1件である｡

2.海外派遣･留学プログラム

留学生センター設立当時に各学部で実施されていた研修･留学プログラムは表のとおり

である｡人文社会科学部のすべての短期研修と教育学部の短期研修の中の1つは全学対象

であるが､それ以外は当該学部の学生であることが必須条件となっている｡プログラムの

運営は世話人を務める教員の献身に依存するところが大きく､大学や学部のシステムに組

み込まれているものが少ないのが特徴であった｡横の連絡がなく､大学としてどのような

交流が実施されているのか全体像を知る資料も当時は存在しなかった｡

主催学部 �%ｨｯｨﾊH�9�B��H�ｭH*�.s�5�ﾈ�/i7ｒ�凛�x7h8ﾘ4�8�8��B��H9hﾈ�*��.s�D�/i7ｒ�

人文社会科学部 ��駕誉探針甘.■…r.紛学須■守…■L-.…■豚藻嘉■≡≡穀■溝 ���8ﾘ5h4����484ﾘ8ｨ5ｒ�

教育学部 ��折吏車寧祈 �"�(hﾙ���

工学部 ���4��ｸ5�6x8�8ｨ4�����

農学部 ��噂Hﾙ������(hﾙ���

(注)網掛けは全部またはその一部が全学対象のプログラムを示す.

3.当面の課題と留学生センターの対応

英語の習得のために

英語圏-の研修を希望

する学生は潜在的に多

い｡しかし､現実とし

てこれに対応する体制は十分ではなく､また海外研修プログラムを周知するオリエンテー

ションなども組織化されていなかった｡強い希望を持っ学生は休学して留学や研修に出か

けるのが現状であった｡学生交流協定校-の交換留学の利点は原籍大学に授業料を納めて

いれば留学する相手大学の授業料免除が受けられ､奨学金の可能性や単位互換の対応など

さまざまな特典があり､しかも事前に綿密な計画をたてておけば卒業年次を遅らせること
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なく　4年で卒業することが可能であるが､残念なことにこの制度を生かせる基盤がなかっ

た｡そこで､留学生センターとしては英語圏-の大学間学生交流協定に基づく海外派遣プ

ログラムの設置が急務との認識から表にある2大学と､学生交流を実施することを前提と

しての大学間学術交流協定を締結した｡また､ 2003年5月に第1回海外研修･留学オリエ

ンテーションを実施し､約30名の学生が参加した｡

4.学生交流の実情と今後の課題

留学生センターが設置されている2001年から2003年までの期間の交流協定に基づく学

生交流の実績は以下の表のとおりである｡外国語教育では英語の履修者が圧倒的に多いに

もかかわらず定期的に派遣できる協定校がないので､今後の開拓が必要である｡同時に､

英語圏の大学-の留学には高い英語能力が求められるので､留学を希望する学生の英語力

育成-の支援も今後取り組まなければならない課題である｡

受け入れ数 僥位ﾙ�B�

2001年度 �(hﾙ�絢i.易｢��2 �"�

ロシア(協定校) �� 

2002年度 �(hﾙ�絢i.易｢��1 �"�

ロシア(協定校) �"�1 

私費(協定校) ��1(中国) 

2003年度 �(hﾙ�絢i.易｢��3 �"�

ロシア(協定校) �"� 

(担当:尾中夏美)

-76-



チューター･会話パートナー制度

1.設立の理由

留学生に対する支援を活発に行うとともに､岩手大学に在籍する日本人学生に留学生と

接する機会を提供するという二つの目的を達成するために留学生のチューター制度と会話

パートナー制度を平成15年度より開始した｡これまで国の留学生支援の一環として国費

留学生に対しては有償のチューターが配置されてきたが､それとは別に無償で留学生の到

着時の世話と最初の友人となるのがこのチューターである｡会話パートナーは留学生の日

本語会話の相手になるボランティアである｡留学生と友達になりたいがきっかけがつかめ

ない学生には好都合な制度となっている｡

2.オリエンテーション

第1回チューター･会話パートナーオリエンテーションを2003年5月に開催した｡チ

ラシやポスターで呼びかけをしたが､当日は約50名が参加し関心の高さがうかがえた｡

両方のボランティアに求められることの説明､経験者の体験談披露などを行った後に登録

をしてもらった｡チューターには12名､会話パートナーには54名の登録があった｡希望

するなら両方に登録することも可能となっている｡

3.活用方法

国費留学生の場合指導教官が適当なチューターを探せない時に留学生センターとしてこ

のシステムを活用してチューターを配置し､私費留学生の場合には希望が出た時点で対応

した｡会話パートナーに関しては､日本人学生との会話練習を希望する留学生-の個別対

応と同時に､日本語授業でのアシスタントとして会話の練習にも加わってもらった｡

4.課題

両方とも登録後は必要な事態が生じた時点で適宜連絡をとったが､一人ずつ電話で問い

合わせをするのに手間がかかったことと､手書き登録のため､メールアドレスがまちがっ

ていて必要なときに連絡が取りづらいことがあった｡また､連絡する学生に偏りがでた｡

登録者からは､せっかく登録したのに声のかかる頻度が少なく残念だったとの意見が寄せ

られこれらの点の改善が今後の課題となった｡

(担当:尾中夏美)
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国際交流会館活動記録

1.会議等

1.1国際交流会館オリエンテーション

日時:平成14年　5月24日　　　午後12:30-

開催内容:会館利用についての説明､諸注意を行う｡

1.2国際交流会館運営委員会　第1回(平成14年度)

日時:平成14年　8月26日　　　午後3時～

場所:学生センター会議室

議題:

(1)平成1 4年度入居者の選考

(2)その他･ ･ ･下記の事項

渡日直後の留学生の寝具の調達について

新規学寮の使用可能性についての要望

1.3国際交流会館運営委員会　第2回(平成14年度)

日時:平成15年　3月　6日　　　午前10時～

場所:学生センター会議室

議題:

(1)平成15年度入居者の選考

(2)その他･ -　入居者増加に対する対応の検討

1.4国際交流会館運営委員会　第1回(平成15年度)

日時:平成15年　9月　2日　　13時30分　～

場所:学生センター会議室

議題:

(1)平成15年10月入居者の選考

(2)会館関係規則の改正について

(1)岩手大学国際交流会館細則の一部改正について

(2)岩手大学国際交流会館運営委員会規則の一部改正について

(3)岩手大学国際交流会館及び岩手大学学生国際宿舎-の外国人留学生選考

基準について

(4)その他･ ･ ･会館駐車場の管理
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会館居住日本人チューターの扱いについて

1.5国際交流会館オリエンテーション

日時:平成15年10月21日　　17時　～ 18時

開催内容:入居者の自己紹介などの後､会館利用についての説明､諸注意を行う0

その後､親睦を計る為の懇親会を行い閉会

1.6国際交流会館運営委員会　第2回(平成15年度)

日時:平成16年　3月　3日　　　午後13時30分～

場所:学生センター会議室

議題:

(1)平成16年4月　入居者の選考

(2)教員研修留学生の入居期間延長に係わる要望について

(3)その他

2.施設利用関係

留学生の情報交換や､日本語の習得のために施設使用許可書を備え､広く施設活用の便

宜を計った｡

1.平成15年　4月13日　Meeting　　　　　　　　　　　　参加人員　10名

2.平成15年　5月24日　スピーチコンテスト

3.平成15年　5月24日　日本シルクロードクラブ歓迎会

4.平成15年　7月11日　ガーデンパーティ

5.平成15年　9月30日　中国留学生会

6.平成15年11月14日(毎月第二金曜日)市民ボランティア相談会
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外国人留学生実地見学旅行概要

○　平成12年度

1.見学場所:池田ワイン工場､釧路湿原､阿寒湖､摩周湖､よつば乳業工場(北海道)

日　　程:平成12年8月22日(火) ～8月26日(土)

参加人数: 36名

2.見学場所:東京国立博物館､下町風俗資料館､ NHK放送センター､国立西洋美術館

日　　程:平成13年3月28日(水) ～3月29日(木)

参加人数: 1 5名(人文社会科学研究科･教育学研究科)

3.スキー研修:安比高原スキー場

日　　程:平成13年3月13日(火) ～3月15日(木)

参加人数: 31名

○　平成13年度

1.見学場所:鹿島神宮･水郷(千葉県)､

国立科学博物館資料センター･つくばェキスポセンター(茨城県)､

日光江戸村･日光東照宮(栃木県)

日　　程:平成13年8月28日(火) ～8月30日(木)

参加人数: 32名

2.見学場所:国際研究交流村､ (樵)荏原製作所藤沢事業所､

いすず自動車(秩)藤沢工場､鎌倉

日　　程:平成14年3月4日(月) ～3月6日(水)

参加人数: 1 5名(工学研究科)

3.スキー研修:安比高原スキー場

日　　程:平成14年3月18日(月) ～3月20日(水)

参加人数: 43名

○　平成14年度

1.見学場所:昭和新山､洞爺湖､小樽､小樽商科大学､層雲峡(北海道)

日　　程:平成14年8月26日(月) ～8月30日(金)

参加人数: 30名

2･見学場所: (樵)日清製粉鶴見工場(神奈川県)､国際研究交流大学村(東京都)

日　　程:平成15年3月27日(木) ～3月28日(金)

参加人数: 8名(農学研究科)
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3.スキー研修:安比高原スキー場

日　　程:平成15年1月9日(木) ～1月11日(土)

参加人数: 46名

○　平成15年度

1.見学場所:松島､会津若松鶴ヶ城､福島大学

日　　程:平成15年9月8日(月)～9月10日(水)

参加人数: 27名

2.見学場所:富士重工(樵) (埼玉県)､日立粉末冶金(樵) (千葉県)

日　　程:平成16年2月16日(月) ～2月17日(火)

参加人数: 8名(工学研究科)

3.見学場所:国会議事堂､皇居､東京国立近代美術館､鎌倉

日　　程:平成16年3月11日(木) ～3月12日(金)

参加人数: 1 3名(人文社会科学研究科､教育学研究科)

4.スキー研修:安比高原スキー場

日　　程:平成16年1月7日(水) ～1月9日(金)

参加人数: 40名
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留学生が参加した地域交流一覧

平成14年度
年月日 倬hｼikﾂ�主催 伜���z�y�b�?ｩgｹ�ﾉ�B�

4月～3月 �(､��ﾎｨ馼��:(ﾙ�ﾝｹ_(襭�ｮ��*8ﾗX蹌�杜陵高等学校 僖隴CIkﾂ�
4月20日 俘(鉙,ﾉ'(扎ﾊ��地球市民の会 凛�y�cS�kﾉ�ﾙ�ン�kﾂ�

6月4日 侈���>ﾈ抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

6月27日 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

6月29日 儻9w�V�6�5X�ｲ�日中友好協会 ��ﾙ�C���kﾂ�

7月8日 冉ｸ鉙��抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c)kﾂ�

7月20日 舒(詹�Xｧx4ｸ�ｸ6h987��ｸ6X4(�ｲ�岩手大学留学生会 ��ﾙ�C�S�kﾂ�
8月2日 �+8/�+9w�.��盛岡市 凛�y�c3�kﾂ�

8月28日 侈���ﾈｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c)kﾂ�

9月18日 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

10月9日 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕｩF位ﾒ逢xﾕｨﾏb�､｢��世界と遊ぼう-じゃ 凛�y�c�kﾂ�
らんじゃらん 

10月 �.x*ﾘ+韈2�花巻らくだ堂 凛�y�c��kﾂ�

11月11日 �9nﾈ�9zy7兒8抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

11月29日 �?ｩgｸﾎｨ5�78�ｸ6�5(986X5�6r�盛岡ゾンタクラブ 凛�y�cYkﾂ�

12月5日 �-�.ｸ,�8(8ｨ�ｸ4��Yfｸｻ8�F�����世界と遊ぼう-じゃ 凛�y�c�kﾂ�
らんじゃらん 

12月10日 �+h.h*(7H4h5�6X4(6�8ｲ�日本語交流室じよい ��ﾙ���S�kﾂ�

12月23日 �4�8ｨ5�7ﾘ5�7��ｸ6X4(�ｲ�岩手大学留学生会 ��ﾙ�ャ�kﾂ�

12月25日 佗ﾙ�iD靠�zﾈ橙�日中友好協会 ��ﾙ�����kﾂ�

2003年1月4日 ��h�mﾘ,(*ｸ橙�地球市民の会 凛�y�c3�kﾉ�ﾙ�ツ�kﾂ�

1月15日 ��iD靠�ｫﾘ橙�地球市民の会 ��ﾙ�イ�kﾂ�

1月19日 ��ｩ�)�ｨﾙ�ﾝｸﾏ�zﾈ7H4h5�6X4"�世界と遊ぼう-じゃ 凛�y�cykﾂ�
バ′レ �.x/�+h.�.x/��

2月4日 佇�5�ｷX抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

2月25日 凛�y�h,i(hｧy�h,ﾈﾏ�zﾈ橙�北松園中学校 凛�y�cC�kﾂ�

2月26日 ��冉ｸ抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�cIkﾂ�

3月6日 倚x�傅ﾈｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

平成15年度
年月日 倬hｼikﾂ�主催 伜���z�y�b�?ｩgｹ�ﾉ�B�

4月～3月 �(､��ﾎｨ馼��:(ﾙ�ﾝｹ_(襭�ｮ��&ﾈﾗX蹌�杜陵高等学校 僖隴C9kﾂ�
4月26日 �6�484ﾈ984�,h扎ﾊ��地球市民の会 凛�y�cS�kﾉ�ﾙ�����kﾂ�

5月24日 �5h8ｸ4�8ﾘ�ｸ6�乂俤R�岩手大学留学生会. 日本シルクロード倶 楽部.地球市民の会 ��ﾙ�����kﾂ�

6月21日 凛�y�h,h抦ｧy�h,ﾈﾏ�zﾈ橙�黒沢尻東小学校 凛�y�c��kﾂ�
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6月24日 侈���>ﾈ抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c9kﾂ�

7月1日 �9nﾈ�9zy7兒8抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c�kﾂ�

7月1日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c)kﾂ�
7月8日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c)kﾂ�

7月14日 ��ﾎｨﾏ�zﾂ�東松園小学校 凛�y�cYkﾂ�

7月27日 傅ﾈｧy�h,h,ﾉ{�ﾘﾏ�zﾂ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c9kﾂ�

8月1日 �+8/�+9w�.��盛岡市 凛�y�c3�kﾂ�

8月29日～31 ��(､X,ﾈﾈｸ*(,8*ﾘ.磯hｼb�岩手県 凛�y�c#�kﾂ�

9月5日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�
9月10日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

9月11日 ��ﾎｨﾏ�zﾂ�東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

9月12日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

9月17日 ��ﾎｨﾏ�zﾂ�東松園小学校 凛�y�c)kﾂ�

9月25日 冢霓�*ﾉzy;�68抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c9kﾂ�

10月8日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c)kﾂ�

10月10日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

10月15日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c9kﾂ�

10月16日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�
10月24日 �?ｩgｸﾎｨ5�78�ｸ6�5(986X5�6r�盛岡ゾンタクラブ 凛�y�cYkﾂ�

10月28日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

11月1日 ��iz�y�hｫﾘﾇﾘ橙�AVⅠS 凛�y�c#Ykﾂ�

11月11日 俘(ﾕｩ�h4ｨ8ｸ6�88�ｸ4ﾈ88987b�岩手県高等学校文化 連盟 凛�y�cykﾂ�

11月16日 ��ｩ�)�ｨﾙ�ﾝｸﾏ�zﾈ7H4h5�6X4(6��8ｲ�滝沢村.滝沢村教育 委員会.実行委員会 ｢ムンド｣(協力: 世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん) 凛�y�cYkﾂ�

11月19日 俛�ﾝｸﾏ�zﾈｨ�:��東松園小学校 凛�y�c�kﾂ�

11月29日 �8h�ｸ5り7H4��ｸ8�8�#��2�国際ソロプチミスト 盛岡 凛�y�c�Ykﾈﾘ(ﾕｩ�c3�kﾂ�

12月3日 ���>ﾈ抦ｧxﾕｩF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c)kﾂ�

12月9日 �+h.h*(7H4h5�6X4(6�8ｲ�日本語交流室じよい ��ﾙ���S�kﾂ�

12月31日 僖阯ｨ+X7��ｸ6X4(�ｲ�AVⅠS 凛�y�cYkﾂ�

2004年1月3日 ��h�mﾘ,(*ｸ橙�地球市民の会 凛�y�c#�kﾉ�ﾙ�ツ�kﾂ�

1月11日 ��iD駑ﾘ,(*ｹ�X橙�AVⅠS 凛�y�c�9kﾂ�

1月17日 �ﾙfｸ髯;h5ｨ985��ｹF位ﾒ�世界と遊ぼう-じゃ らんじゃらん 凛�y�c9kﾂ�

1月17日 ��h�ﾏ�ｫﾘ橙�岩手大学中国人留学 生学友会 ��ﾙ�����kﾂ�

1月21日 偸I���日中友好協会 ��ﾙ���S�kﾂ�

2月25日 凛�y�h,i(hｧy�h,ﾈﾏ�zﾈ橙�北松園中学校 凛�y�cSYkﾂ�
2月29日 ��huE8,h-�,胃X.��AVⅠS 凛�y�c��kﾂ�

3月14日 �7�6x6�8�8�986��AVⅠS 凛�y�cikﾂ�

3月19日 ��iD靠�ｫﾘ橙�地球市民の会 ��ﾙ�イ�kﾂ�

(担当:岡崎正道･尾中夏美)
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